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『
圜
悟
心
要
』
訳
注
（
四
）

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
『
圜
悟
心
要
』
研
究
会

 　
　
　
　
《 

cf.
『
圜
悟
禅
師
語
録
』
所
収
「
圜
悟
禅
師
法
語
」（16b

〜18a

）、『
円
悟
語
録
』
巻
一
五
（T

47-781c

〜782b

）
に
も
収

載
》

（
題
名
）
示
裕
書（

１
）記　

　

住
杭
州
靈
隱（

２
）佛

智
禪（

一
）師

　
【
校
注
】（
一
）
住
杭
州
靈
隱
佛
智
禪
師
＝
語
録
に
こ
の
九
字
無
し
。

＊

　
　
　
　

裕
書
記
に
示
す　
　
杭
州
靈
隱
に
住
す
る
佛
智
禪
師

＊

　
　
　
　

裕
書
記
に
示
し
た
法
語　
　
杭
州
（
浙
江
省
）
の
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
る
仏
智
禅
師

【
４
】
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《
語
注
》

（　

）
裕
書
記
＝
書
記
は
書
状
と
も
言
う
。
六
頭
首
の
一
つ
で
書
状
を
記
す
役
職
名
。
禅
林
で
書
疏
の
製
作
を
司
る
者
の
こ
と
。
訳
註

『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
書
状
」
条
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
七
二
、p.127

〜129

）
参
照
。
裕
書
記
は
、
克
勤
の
法
嗣
と
さ
れ
る
「
鄧
州
丹
霞

仏
智
蓬
庵
端
裕
禅
師
」（『
普
燈
録
』
巻
一
四
、Z137-213a

）
の
こ
と
。
な
お
語
録
に
は
、
こ
の
法
語
の
末
尾
に
「
仏
智
の
裕
公
は
、
久
し

く
参
じ
徧
く
歴
し
て
、
一
言
に
相
い
契
い
、
従
前
の
証
解
、
併
び
に
脱
去
し
、
卓
然
と
し
て
超
絶
す
。
遂
に
分
座
し
て
徒
を
訓
え
、

此
の
大
法
を
伝
持
流
通
せ
し
む
。
即
ち
因
り
て
法
語
を
書
き
て
以
て
贈
る
（
仏
智
裕
公
、
久
参
徧
歴
、
一
言
相
契
、
従
前
証
解
併
脱
去
、
卓

然
超
絶
。
遂
分
座
訓
徒
、
伝
持
流
通
此
大
法
。
即
因
書
法
語
以
贈
）」
と
い
う
、「
裕
書
記
」
に
法
語
を
与
え
た
理
由
を
明
記
し
て
い
る
。

（　

）
杭
州
靈
隱
＝
「
杭
州
」
は
、「
示
杲
書
記
」【
題
名
】《
語
注
》（
３
）「
住
杭
州
徑
山
」
条
参
照
。「
霊
隠
」
は
北
山
景
徳
霊
隠
寺

の
こ
と
。
宋
代
に
は
五
山
の
第
二
位
に
位
す
。

（
ａ
）

（
一
）蹋

實
地
到
安
穩
處
、時
中
無
虚
棄（

二
）

底
工
夫
。
綿
綿
不
漏
絲
毫
、湛
寂
凝
然
、佛
祖
莫
知（

三
）

、魔
外
無
捉
摸
。
是
自
住
無
所

住
大
解
脱
。
雖
歴
無
窮
劫
、
亦
只
如
如
地
。
況
復
諸
縁
耶（

四
）

。
安
住
是
中
、
方
可
建
立
、
與
人
拔
楔
抽
釘（

五
）。

亦
只
令
渠
無
住
著（

六
）

去
。

此
謂
之
大
事
因
縁
。
如
來
有
密
語
、迦
葉
不
覆
藏
。
迦
葉
不
覆
藏
、乃
如
來
眞
密
語
也
。
當
不
覆
藏
即
密
、當
密
即
不
覆
藏
。
此

豈
可
與
繫
情
量
立
得
失
、
存
窠
臼（

七
）作

解
會
者
舉
也（

八
）

。
要
須（

九
）

透
脱
到
實
證
之
地
、
向
出
格
超
宗
頂

上
領
始
得
。
既
已
領
略
、
應

當
將
護
。
遇
上
根
大
器
、
方
可
印
授（

一
〇
）耶

。

　
【
校 

注
】（
一
）

蹋
＝
語
録
は
「
踏
着
」
に
作
る
。（
二
）
棄
＝
語
録
に
こ
の
一
字
無
し
。（
三
）
知
＝
語
録
は
「
能
知
」
に
作
る
。

（
四
）
耶
＝
語
録
は
「
邪
」
に
作
る
。（
五
）
拔
楔
抽
釘
＝
語
録
は
「
抽
釘
拔
楔
」
に
作
る
。（
六
）
著
＝
語
録
は
「
着
」
に
作
る
。
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（
七
）
窠
臼
＝
語
録
は
「
窠
窟
」
に
作
る
。（
八
）
也
＝
語
録
は
「
耶
」
に
作
る
。（
九
）
要
須
＝
語
録
に
こ
の
二
字
無
し
。（
一
〇
）

印
授
＝
語
録
は
「
印
受
」
に
作
る
。

＊

、
實
地
を
蹋ふ

み
安
穩
の
處
に
到
れ
ば
、
時
中
、
虚
し
く
棄
つ
る
底
の
工
夫
無
し
。
綿
綿
と
し
て
絲
毫
を
漏
ら
さ
ず
、
湛
寂
凝

然
た
ら
ば
、
佛
祖
も
知
る
こ
と
莫
く
、
魔
外
も
捉
摸
す
る
こ
と
無
し
。
是
れ
自

お
の
ず
から

無
所
住
の
大
解
脱
に
住
す
。
無
窮
の
劫
を
歴ふ

と
雖
も
、
亦た

だ只
如
如
地
た
り
。
況い

わ
ん復

や
諸
縁
を
や
。
是
の
中
に
安
住
し
て
、
方は

じ

め
て
建
立
し
て
人
の
與
に
楔
を
抜
き
釘
を
抽
く

可
し
。
亦た

だ只
渠
を
し
て
住
著
し
去
る
こ
と
無
か
ら
し
め
よ
。
此
れ
之
を
大
事
因
縁
と
謂
う
。
如
來
に
密
語
有
り
、
迦
葉
、
覆
藏

せ
ず
。
迦
葉
、
覆
藏
せ
ざ
る
、
乃
ち
如
來
の
眞
の
密
語
な
り
。
覆
藏
せ
ざ
る
に
當
た
り
て
即
ち
密
、
密
に
當
た
り
て
即
ち
覆
藏

せ
ざ
る
な
り
。
此
れ
豈
に
情
量
を
繫
ぎ
て
得
失
を
立
し
、
窠
臼
を
存
し
て
解
會
を
作
す
者
の
與
に
舉
す
可
け
ん
や
。
要か

な
ら須
ず
透

脱
し
て
實
證
の
地
に
到
り
、
出
格
超
宗
の
頂

上
に
向お

い
て
領
し
て
始
め
て
得よ

し
。
既す

で已
に
領
略
せ
ば
、
應ま

さ當
に
將
護
す
べ

し
。
上
根
大
器
に
遇
い
て
、
方ま

さ

に
印
授
す
可
き
や
。

＊

脚
が
地
面
を
〔
し
っ
か
り
と
〕
踏
ん
で
平
穏
無
事
な
場
所
に
到
れ
ば
、
十一

日

中

二
時
中
、
無
駄
に
棄
て
る
べ
き
工
夫
な
ど
な
い
。

い
つ
ま
で
も
〔
工
夫
を
〕
続
け
て
わ
ず
か
ば
か
り
の
遺
漏
も
な
く
、〔
心
が
〕
静
謐
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
境
地
は
〕
仏
や
祖
師
で

さ
え
も
分
か
ら
ず
、
天
魔
や
外
道
で
あ
っ
て
も
見
当
が
付
か
な
い
。
そ
れ
で
こ
そ
自
然
に
、
執
着
か
ら
離
れ
た
大
い
な
る
解
脱

〔
の
世
界
〕
に
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。〔
一
旦
、
そ
う
し
た
境
地
に
至
れ
ば
〕
限
り
な
い
〔
ほ
ど
の
〕
劫じ

か
ん

を
経
た
と

し
て
も
、
た
だ
如

真
理
そ
の
ま
ま
如
で
あ
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕。
ま
し
て
様
々
な
〔
外
的
な
〕
事
柄
〔
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
〕
が
あ
ろ
う

か
。
こ
の
中
（
＝
如
如
）
に
安
ら
か
に
住と

ど

ま
っ
て
こ
そ
、〔
智
慧
が
慈
悲
と
な
っ
て
様
々
な
教
え
を
〕
建
立
し
、
人修

行
者

の
〔
目
に
突

き
刺
さ
っ
た
迷
い
の
〕
楔
や
釘
を
抜
き
取
っ
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
た
だ
渠か

れ

（
＝
修
行
者
）
を
と
ら
わ
れ
て
し
ま
わ
な

（　

）
11
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い
よ
う
に
さ
せ
な
さ
い
。
こ
れ
を
一
大
事
因
縁
と
い
う
の
だ
。
如
来
に
は
秘
密
の
言
葉
が
有
り
、
迦
葉
〔
菩
薩
〕
は
〔
そ
れ

を
〕
隠
し
て
い
な
い
。
迦
葉
〔
菩
薩
〕
が
隠
し
て
い
な
い
の
が
、
つ
ま
り
如
来
の
真
実
の
秘
密
の
言
葉
な
の
だ
。
隠
し
て
い
な

い
と
き
に
、
そ
の
ま
ま
秘
密
で
あ
り
、
秘
密
の
と
き
に
、
そ
の
ま
ま
隠
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
、
ど
う
し
て
情
量
（
＝
常
識
的

な
考
え
）
に
つ
な
い
で
得
失
（
＝
分
別
）〔
の
想
い
〕
を
起
こ
し
た
り
、
紋
切
り
型
に
頭
だ
け
で
理
解
す
る
者
の
た
め
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
必
ず
解
脱
し
て
真
実
の
悟
り
の
地
へ
到
り
、
月
並
み
な
教
え
を
超
絶
し
た
頭
の
て
っ
ぺ
ん
〔
に
つ
い
て

い
る
第
三
の
眼
〕
で
つ
か
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
す
で
に
会
得
し
た
な
ら
ば
、〔
そ
れ
を
大
切
に
〕
護
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。〔
そ
う
で
な
け
れ
ば
〕
す
ぐ
れ
た
機才

能根
を
持
っ
た
大
器
に
出
会
っ
た
時
に
、
印
可
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
か
。

《
語
注
》

（　

）

蹋
實
地
＝
地
に
足
が
付
い
て
い
る
様
子
。
空
論
を
弄
ば
ず
、
事
柄
の
本
質
を
つ
か
ん
で
い
る
こ
と
。
宋
の
司
馬
光
（
一
〇
一
九

〜
一
〇
八
六
）
の
人
と
な
り
を
、
同
時
代
の
邵
雍
（
一
〇
一
一
〜
一
〇
七
七
）
が
こ
う
批
評
し
た
こ
と
が
有
名
（『
聞
見
録
』
巻
一
八
、
四
庫
全

書
本
・
一
四
丁
表
）。『
禅
語
』（p.84

）
参
照
。

（　

）
安
穏
處
＝
「
安
穏
」
は
、
安
ら
か
で
平
穏
無
事
な
こ
と
。
悟
り
の
境
地
（『
中
村
』p.25

、
参
照
）。「
安
穏
処
」
で
は
、『
碧
巌
録
』
に

三
個
所
用
例
が
あ
り
、
第
五
二
則
本
則
評
唱
中
の
「
他
到
平
実
安
穏
処
為
人
」
と
い
う
も
の
が
こ
こ
に
近
い
。

（　

）
時
中
＝
『
添
足
』
に
「
十
二
時
中
」
と
あ
る
。「
十
二
時
中
」
と
は
、
一
日
と
い
う
生
活
時
間
の
全
体
（『
禅
語
』p.182

）。

（　

）
虚
棄
底
工
夫
＝
「
虚
棄
」
と
い
う
言
葉
は
辞
書
類
に
引
か
れ
て
は
い
な
い
。『
添
足
』
で
は
、「
常つ

ね恒
に
断
え
ざ
る
な
り
。
儒
（
＝

『
論
語
』「
里
仁
篇
」）
亦
た
曰
く
、『
造
次
に
も
必
ず
此
に
於
い
て
し
、
顛
沛
に
も
必
ず
此
に
於
い
て
す
』
と
。
況
ん
や
我
が
門
を
や

（
常
恒
不
断
也
。
儒
亦
曰
、
造
次
必
於
此
、
顛
沛
必
於
此
。
況
我
門
乎
）」
と
す
る
。
ま
た
「
…
底
」
は
、
修
飾
語
と
名
詞
を
繋
ぐ
接
続
詞
、

1234
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…
の
。
現
代
語
の
『
的
』
と
同
じ
（『
禅
語
』p.317

〜318

、
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
『
大
慧
書
』「
答
湯
丞
相
」
条
に
「
般
若
上
無

虚
棄
底
工
夫
」（『
大
慧
語
録
』
巻
三
〇
・T

47-942a

〜b

）
と
あ
っ
て
、
荒
木
見
悟
訳
注
本
で
は
「
般
若
の
上
に
は
役
立
た
ず
の
工
夫
は
あ

り
ま
せ
ん
」（p.233

）
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
こ
こ
で
は
「
虚
し
く
棄
て
る
底
の
工
夫
」
と
訓
み
、「
無
駄
に
棄
て

る
べ
き
工
夫
」
と
訳
し
た
。

（　

）
綿
綿
＝
長
い
さ
ま
。
長
く
絶
え
な
い
さ
ま
。
つ
づ
く
さ
ま
（『
大
漢
和
』
巻
八
・p.1120

）。「
示
杲
書
記
」《
語
注
》（
７
）「
綿
綿
的
的
」

条
、
参
照
。

（　

）
不
漏
絲
毫
＝
「
絲
毫
」
は
、ご
く
わ
ず
か
な
も
の
。
極
め
て
細
か
い
も
の
の
こ
と
。
ふ
つ
う
否
定
に
用
い
ら
れ
る
（『
中
日
』p.1745

、

参
照
）。
克
勤
が
好
ん
で
使
う
言
葉
で
、
他
に
『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
四
個
所
（T

47-755b

、759a

、766c

、787b

）、『
碧
巌
録
』
に
一

個
所
（T

48-211b

）
見
え
る
。

（　

）
湛
寂
凝
然
＝
「
湛
寂
」
は
、
静
け
さ
を
た
た
え
る
こ
と
（『
中
村
』p.940

）、「
凝
然
」
は
、
善
悪
・
是
非
・
得
失
の
雑
念
を
去
っ
て
、

精
神
を
統
一
し
た
さ
ま
。
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
（『
禅
学
』p.228

、『
中
村
』p.248

）。
こ
の
二
語
を
一
つ
の
成
語
と
し
て
克
勤
は
使
用

し
、『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
他
に
五
個
所
（T

47-721a

、737b

、761a

、778c

、789a

）
見
え
る
。

（　

）
魔
外
＝
天
魔
と
外
道
。
仏
教
以
外
の
道
を
行
い
仏
道
を
妨
げ
る
も
の
（『
禅
学
』p.1172

、『
中
村
』p.1281

）。

（　

）
捉
摸
＝
推
測
す
る
、
見
当
を
つ
け
る
、
推
し
量
る
、
つ
き
と
め
る
。
多
く
否
定
文
に
用
い
る
（『
中
日
』p.2472

）。

（　

）
無
所
住
＝
な
に
も
の
に
も
と
ど
ま
り
執
着
し
な
い
こ
と
（『
禅
学
』p.1208

）。

（　

）
亦
只
＝
「
亦
」
に
は
、
一
字
で
「
た
だ
…
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
（『
中
日
』p.2232

）、「
只
」
と
合
わ
せ
て
「
た
だ
」
と

読
む
。『
漢
語
』
に
は
「
⑤
僅
僅
」（
第
二
冊
・p.326

、
縮
印
本
㊤p.877

）
と
あ
っ
て
、
副
詞
と
し
て
「
わ
ず
か
に
…
だ
け
、
た
だ
…
だ
け
」

と
い
う
意
味
を
載
せ
る
。

（　

）
如
如
地
＝
「
如
如
」
は
、
本
来
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
。
宇
宙
万
法
の
本
体
（『
禅
学
』p.994

）。「
…
地
」
は
、『
禅
語
』
に
「
①

56789101112
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副
詞
語
尾
。『
暗
地
』『
背
地
』『
驀
地
』『
特
地
』
な
ど
。
副
詞
の
『
〜
底
』
に
同
じ
。
②
特
定
の
一
字
の
動
詞
に
意
味
の
な
い
接

尾
語
と
し
て
付
く
。『
坐
地
』『
立
地
』『
臥
地
』『
下
地
』」（『
禅
語
』p.301

）
と
あ
る
。

（　

）
況
復
＝
い
わ
ん
や
…
を
や
。「
復
」
は
意
味
の
な
い
接
尾
語
（『
禅
語
』p.90

）。

（　

）
建
立
＝
こ
の
語
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、「
人
び
と
を
よ
い
ほ
う
に
立
て
て
い
く
」
と
い
う
意
味
。『
中
村
』

（p.424

）
参
照
。

（　

）
抜
楔
抽
釘
＝
本
来
は
、
疑
わ
し
く
難
解
な
問
題
を
取
り
除
く
こ
と
の
比
喩
。『
漢
語
』「
抜
丁
抽
楔
」
条
に
「
比
喩
排
除
疑
難
。

丁
、
釘
的
古
字
」（
第
六
冊
・p.442

、
縮
刷
本
㊥p.3568

）
と
あ
る
。
一
方
、
禅
録
で
は
、「
眼
裏
抽
釘
、
脳
後
抜
楔
」
の
略
で
、
相
手
の
眼

に
刺
さ
っ
て
い
る
釘
や
、
頭
に
突
き
立
っ
て
い
る
杭
を
抜
き
と
っ
て
や
る
。
本
来
の
眼
の
障
り
を
取
り
除
い
て
や
る
、
と
い
う
意

味
に
な
る
。『
禅
語
』（p.308
）
参
照
。
克
勤
は
好
ん
で
こ
の
表
現
を
使
い
（『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
七
個
所
﹇T

47-735b

、746a

、754c

、

763c

、767a

、775b

、781c

﹈、『
碧
巌
録
』
に
七
個
所
﹇T

48-141b

、155c

、170c

、194b

、203b

、203c

、217a

﹈）
多
く
「
解
粘
去
縛
（
あ
る
い
は
「
去
粘

解
縛
」）」
と
共
に
用
い
ら
れ
る
。

（　

）
去
＝
「
去
」
に
は
、「
或
る
動
作
を
進
行
さ
せ
る
意
思
を
表
わ
す
助
字
。
…
し
に
行
く
」
と
か
、「
論
理
的
な
帰
結
を
表
わ
す
。

…
と
い
う
結
果
を
導
く
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
は
帰
結
を
表
す
も
の
と
解
し
て
訳
し
た
。『
禅
語
』（p.88

）
参

照
。

（　

）
大
事
因
縁
＝
一
大
事
因
縁
の
こ
と
。
た
だ
一
つ
の
〔
仏
の
〕
任
務
。
あ
る
い
は
、
仏
が
こ
の
世
に
現
れ
た
最
も
大
切
な
因
縁
の

意
。
程
度
・
能
力
の
異
な
る
人
び
と
を
い
ろ
い
ろ
導
い
て
、
す
べ
て
を
救
う
と
い
う
重
大
な
因
縁
。
衆
生
は
こ
れ
に
よ
っ
て
成
仏

す
る
。『
中
村
』（p.50

）
参
照
。『
法
華
経
』「
方
便
品
」
に
拠
る
。「
諸
仏
世
尊
は
、唯
だ
一
大
事
因
縁
を
以
て
の
故
に
世
に
出
現
す
。

舍
利
弗
よ
、
云い

か何
ん
が
諸
仏
世
尊
、
唯
だ
一
大
事
因
縁
を
以
て
の
故
に
世
に
出
現
す
と
名
づ
く
。
諸
仏
世
尊
、
衆
生
を
し
て
仏
知

見
を
開
か
し
め
、
清
浄
な
る
こ
と
を
得
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
世
に
出
現
す
。
衆
生
に
仏
の
知
見
を
示
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
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に
世
に
出
現
す
。
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
悟
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
世
に
出
現
す
。
衆
生
を
し
て
仏
知
見
の
道
に
入
ら
し
め

ん
と
欲
す
る
が
故
に
世
に
出
現
す
。
舍
利
弗
よ
、
是
れ
を
諸
仏
の
一
大
事
因
縁
を
以
て
の
故
に
世
に
出
現
す
と
為
す
（
諸
仏
世
尊
。

唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
。
舍
利
弗
。
云
何
名
諸
仏
世
尊
唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
。
諸
仏
世
尊
。
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
使
得
清
浄
故
出
現
於

世
。
欲
示
衆
生
仏
之
知
見
故
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
悟
仏
知
見
故
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
入
仏
知
見
道
故
出
現
於
世
。
舍
利
弗
。
是
為
諸
仏
以
一
大
事
因

縁
故
出
現
於
世
）」（T

9-7a

）。

（　

）
如
來
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
藏
＝
「
密
語
」
は
、
真
実
を
裏
に
隠
し
て
説
い
た
言
葉
や
教
え
の
意
。
あ
る
い
は
、
絶
対
的
な
奥
義

の
言
葉
。『
禅
学
』（p.1184
）
参
照
。
こ
の
「
如
来
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
」
と
い
う
言
葉
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
七
「
洪
州
雲

居
道
膺
禅
師
」
条
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。「
荊
南
節
度
使
成

、
大
将
を
し
て
山
に
入
っ
て
送
供
せ
し
む
。
問
う
て
曰
く
、『
世

尊
に
密
語
有
り
、
迦
葉
は
覆
蔵
せ
ず
。
如
何
な
る
か
是
れ
世
尊
の
密
語
』
と
。
師
召
し
て
曰
く
、『
尚
書
よ
』
と
。
其
の
人
、
応
諾

す
。
師
曰
く
、『
会
す
や
』
と
。
曰
く
、『
会
せ
ず
』
と
。
師
曰
く
、『
汝
、
若
し
会
せ
ず
ん
ば
世
尊
の
密
語
、
汝
、
若
し
会
さ
ば
迦

葉
覆
蔵
せ
ず
』
と
（
荊
南
節
度
使
成

遣
大
将
入
山
送
供
。
問
曰
、
世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
。
如
何
是
世
尊
密
語
。
師
召
曰
、
尚
書
。
其
人
応
諾
。

師
曰
、
会
麼
。
曰
、
不
会
。
師
曰
、
汝
若
不
会
世
尊
密
語
、
汝
若
会
迦
葉
不
覆
蔵
）」（T

51-335c

）。
こ
の
雲
居
道
膺
の
問
答
は
、『
涅
槃
経
』
の

以
下
の
言
葉
を
元
に
し
た
も
の
。「
爾
の
時
、
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白も

う

し
て
言
わ
く
、『
世
尊
よ
、
仏
の
説
く
所
の
〈
諸
仏
世
尊
に
秘

密
の
蔵
有
り
〉
の
如
き
、
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
諸
仏
世
尊
は
、
唯
だ
密
語
の
み
有
り
て
、
密
蔵
有
る
こ
と
無

し
。
譬
え
ば
幻
主
の
機
関
の
木
人
の
如
き
、
人
の
屈
伸
俯
仰
す
る
を
覩み見
る
と
雖
も
、
其
の
内
を
知
る
こ
と
莫
く
し
て
、
之
を
し

て
然
ら
し
む
。
仏
法
は
爾
ら
ず
。
咸
く
衆
生
を
し
て
悉
く
知
見
を
得
せ
し
む
。
云
何
が
当
に
諸
仏
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
と
言
う
べ

き
』
と
。
仏
、
迦
葉
を
讃
ず
、『
善
き
か
な
、
善
き
か
な
、
善
男
子
よ
。
汝
の
言
う
所
の
如
し
。
如
来
は
実
に
秘
密
の
蔵
無
し
。
何

を
以
て
の
故
に
。
秋
の
満
月
の
空
に
処
る
が
如
く
、
顕
露
清
浄
に
し
て
翳
無
く
、
人
皆
な
覩み見
る
。
如
来
の
言
も
亦ま復
た
是
く
の

如
く
、
顕
露
清
浄
な
る
を
開
発
し
て
翳
無
き
も
、
愚
人
は
解
せ
ず
、
之
を
秘
蔵
と
謂
う
。
智
者
は
了
達
せ
ば
則
ち
蔵
と
名
づ
け
ず

18
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（
爾
時
迦
葉
菩
薩
白
仏
言
、
世
尊
如
仏
所
説
諸
仏
世
尊
有
秘
密
蔵
。
是
義
不
然
。
何
以
故
。
諸
仏
世
尊
、
唯
有
密
語
、
無
有
密
蔵
。
譬
如
幻
主
機
関
木
人
、

人
雖
覩
見
屈
伸
俯
仰
、
莫
知
其
内
而
使
之
然
。
仏
法
不
爾
。
咸
令
衆
生
悉
得
知
見
。
云
何
当
言
諸
仏
世
尊
有
秘
密
蔵
。
仏
讃
迦
葉
、
善
哉
善
哉
善
男
子
。

如
汝
所
言
。
如
来
実
無
秘
密
之
蔵
。
何
以
故
。
如
秋
満
月
処
空
、
顕
露
清
浄
無
翳
、
人
皆
覩
見
。
如
来
之
言
、
亦
復
如
是
。
開
発
顕
露
清
浄
無
翳
、
愚
人

不
解
。
謂
之
秘
蔵
。
智
者
了
達
則
不
名
蔵
）」（
北
本
・T

12-390b

、
南
本
・630b

）。

（　

）
情
量
＝
情
識
（
こ
こ
ろ
）
を
も
っ
て
思
量
す
る
こ
と
。
分
別
に
よ
る
お
し
は
か
り
。
凡
人
の
妄
念
分
別
。
常
識
的
な
考
え
（『
中
村
』

p.759

）。

（　

）
窠
臼
＝
『
禅
語
』
に
「
紋
切
り
型
、
か
た
ど
お
り
の
方
式
。
旧
套
」（『
禅
語
』p.50

）
と
あ
り
、『
中
日
』
に
は
「
常
套
。〔
文
章

な
ど
の
〕
在
来
の
型
」（p.1031
）、『
漢
語
』
に
は
「
①
門
臼
。
旧
式
門
上
承
受
転
軸
的
臼
形
小
坑
。
②
比
喩
旧
有
的
現
成
格
式
。
老

套
子
。
③
喩
指
地
獄
。
牢
籠
」（
第
八
冊
・p.449

、
縮
印
本
㊥p.4915

）
と
あ
る
。
一
方
、『
中
村
』
に
は
「
窠
は
あ
な
。
鳥
の
巣
。
臼
は
う

す
。
転
じ
て
、
執
着
。
見
識
の
と
ら
わ
れ
、
の
意
」（p.156

）
と
あ
り
、『
禅
学
』
に
は
「
鳥
の
巣
。
ね
ぐ
ら
。
禅
で
は
、
き
ま
っ
て

い
つ
も
帰
る
所
の
そ
れ
が
陥
し
穴
に
な
る
こ
と
」（p.149

）
と
あ
っ
て
、『
禅
語
』
な
ど
の
解
釈
と
は
相
違
し
て
い
る
。
こ
こ
は
前
者

の
意
味
。「
示
杲
書
記
」《
語
注
》（
２
）「
脱
籠
羅
出
窠
臼
」
条
参
照

（　

）
解
會
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｈ
】《
語
注
》（
10
）
参
照
。

（　

）
要
須
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｂ
】《
語
注
》（
10
）
参
照
。

（　

）
透
脱
＝
透
り
脱
け
る
こ
と
。
脱
却
す
る
こ
と
。
解
脱
。
脱
落
（『
禅
学
』p.934

）。

（　

）
出
格
超
宗
＝
「
格
」
は
格
式
の
意
味
。
一
定
の
標
準
の
こ
と
。
仏
法
の
宗
格
を
超
越
し
た
高
い
見
識
の
も
ち
主
。
禅
機
の
人
を

い
う
。『
禅
学
』「
出
格
」
条
、「
超
宗
越
格
」
条
（p.510

）
参
照
。『
碧
巌
録
』
に
も
一
個
所
用
例
が
あ
る
が
（
普
照
序
）、
末
木
訳
で

は
『
碧
巌
録
不
二
抄
』
の
「
具
足
超
越
宗
旨
格
準
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
、「
月
並
み
な
教
え
を
超
絶
す
る
正
し
い
眼
を
持
ち
」（
末

木
訳
㊤p.3

）
と
訳
し
て
い
る
。
こ
こ
も
末
木
訳
に
従
う
。

192021222324
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（　

）
頂

上
＝
直
接
的
に
は
、「
頭
の
て
っ
ぺ
ん
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
転
じ
て
、「
真
骨
頂
」（『
禅
学
』p.867

）
や
、「
最
高
の
と

こ
ろ
。
先
人
の
真
実
な
る
精
神
と
い
う
こ
と
」（『
中
村
』p.969

）
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
頭
の
て
っ
ぺ
ん
〔
に
つ
い
て
い
る

第
三
の
眼
〕」
と
解
し
た
。

（　

）
既
已
＝
「
既
」
も
「
已
」
も
「
す
で
に
…
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
二
字
で
一
つ
の
言
葉
と
し
て
訓
む
。

（　

）
領
略
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｅ
】《
語
注
》（
12
）
参
照
。

（　

）
應
當
＝
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
…
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
（『
禅
語
』p.37

）。

（　

）
將
護
＝
た
す
け
ま
も
る
こ
と
。『
大
漢
和
』（
巻
四
・p.20

）、『
漢
語
』（
第
七
冊
・p.812

、
縮
印
本
㊥p.4411

）、
参
照
。
ま
た
『
添
足
』
に

「
将
は
従
な
り
、
持
な
り
、
奉
な
り
（
将
従
也
、
持
也
、
奉
也
）」
と
あ
る
。

（　

）
上
根
大
器
＝
「
上
根
」
は
、
仏
道
を
修
行
す
る
能
力
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
す
ぐ
れ
た
機
根
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
人

（『
禅
学
』p.544

）。「
大
器
」
は
、
器
量
の
大
き
い
人
物
（『
大
漢
和
』
巻
三
・p.384

）。

（　

）
印
授
＝
禅
門
で
、
修
行
者
が
仏
法
の
真
髄
を
き
わ
め
た
と
い
う
こ
と
を
、
師
か
ら
認
め
ら
れ
て
伝
授
を
う
け
る
こ
と
（『
中
村
』

p.68

）。

（
ｂ
）
秉
拂
據
位
稱
宗
師
、
若
無
本
分
作
家
手
段
、
未
免
賺

方
來
、
引
他
入
草
窠
裏
、
打
骨
董
去
也
。
若
具
金
剛
正
眼
、
須

灑（
一
）灑
落
落
、
唯
以
本
分
事
接
之
。
直
饒
見
與
佛
齊
、
猶
有
佛
地
障
在
。
是
故
從
上
來
、
行
棒
行
喝
、
一
機
一
境
、
一
言
一
句
、
意

在
鉤
頭
。
只
貴
獨
脱
。
切（

二
）忌
依
草
附
木
。
所
謂
驅
耕
夫
之
牛
、
奪
飢
人
之
食
。
若
不
如
是
、
盡
是
弄
泥
團
漢
。

　
【
校 

注
】（
一
）
灑
灑
＝
語
録
は
「
洒
洒
」
に
作
る
。（
二
）
切
忌
＝
語
録
は
「
勿
使
」
と
作
る
。

＊
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拂
を
秉
り
位
に
據
り
て
宗
師
を
稱
す
る
に
、
若
し
本
分
作
家
の
手
段
無
く
ん
ば
、
未
だ
方
來
を
賺

し
、
他
を
引
き
て
草
窠
裏

に
入
れ
、
骨
董
を
打
し
去
ら
し
む
る
こ
と
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
若
し
金
剛
正
眼
を
具
せ
ば
、
須
く
灑
灑
落
落
と
し
て
、
唯
だ
本

分
の
事
を
以
て
之
を
接
す
べ
し
。
直た

と饒
い
見
、
佛
と
齊
し
き
も
、
猶
お
佛
地
障
の
在
る
有
り
。
是
の
故
に
從
上
來
、
棒
を
行
じ

喝
を
行
じ
、
一
機
一
境
、
一
言
一
句
、
意
は
鉤
頭
に
在
り
。
只
だ
獨
脱
を
貴
ぶ
の
み
。
切
に
忌
む
、
草
に
依
り
木
に
附
く
こ
と

を
。
所
謂
る
耕
夫
の
牛
を
驅
り
、
飢
人
の
食
を
奪
う
。
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
盡
く
是
れ
泥
團
を
弄
す
る
漢
な
り
。

＊

払
子
を
取
っ
て
〔
説
法
の
た
め
の
〕
位
置
（
＝
法
座
）
に
就
き
、
禅
匠
を
称
し
て
い
な
が
ら
、
も
し
真
の
手
練
れ
の
や
り
口

を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
四
方
か
ら
集
ま
っ
て
来
る
修
行
者
た
ち
を
誑
か
し
、
彼
ら
を
〔
文
字
語
言
の
〕
草
む
ら
に
引
き
入
れ

て
、〔
彼
ら
に
〕
要
ら
ぬ
言
葉
を
し
ゃ
べ
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
金

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
剛
の
よ
う
〔
に
堅
固
〕
な
正
し
い
〔
智
慧
の
〕
眼
を

具
え
て
い
る
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
サ
ッ
パ
リ
と
し
て
、
た
だ
本
来
の
も
ち
ま
え
に
よ
っ
て
こ
れ
（
＝
修
行
者
）
を
指
導
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。〔
そ
う
で
な
け
れ
ば
〕
た
と
え
見
識
が
仏
と
等
し
く
と
も
、
な
お
仏
地
〔
に
到
っ
た
こ
と
〕
が
障
り
と
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
〔
の
祖
師
た
ち
が
〕
棒
で
打
っ
た
り
喝
を
吐
い
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
や
あ
ら
ゆ
る
言
葉
〔
を
使
っ
て
修

行
者
を
指
導
し
た
の
〕
は
、〔
そ
の
〕
意
図
は
釣
り
針
（
＝
方
便
）
の
先
に
あ
る
の
だ
。
た
だ
〔
何
も
の
に
も
頼
ら
ず
に
〕
独
り

超
脱
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
草
木
に
宿
っ
て
〔
い
る
幽
霊
の
よ
う
に
文
字
や
言
句
に
執
着
し
て
〕
は
決
し
て
い
け
な
い
。

〔
古
人
の
〕
い
わ
ゆ
る
「
農
夫
の
牛
を
追
い
や
り
、
飢
え
た
人
の
食
物
を
奪
い
去
る
」〔
と
い
っ
た
徹
底
し
た
厳
し
さ
が
必
要
〕

な
の
だ
。
も
し
こ
の
よ
う
（
＝
農
夫
の
牛
を
追
い
や
り
、
飢
え
た
人
の
食
物
を
奪
い
去
る
）
で
な
け
れ
ば
、
全
て
泥
団
子
を
弄
ぶ
〔
と

る
に
足
ら
な
い
〕
男
だ
。
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《
語
注
》

（　

）
秉
拂
＝
住
持
が
払
子
を
秉
る
こ
と
。
後
に
、
住
持
に
代
わ
っ
て
法
座
を
ひ
ら
き
、
衆
の
た
め
に
説
法
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

『
勅
修
百
丈
清
規
』（
七
）
に
は
、
結
夏
・
解
夏
・
冬
至
・
元
旦
の
四
節
に
秉
払
が
あ
る
こ
と
を
記
す
。
こ
の
時
に
秉
払
の
五
頭
首

と
い
っ
て
、
前
堂
首
座
・
後
堂
首
座
・
書
記
・
東
蔵
主
・
西
蔵
主
の
五
頭
首
が
次
第
に
秉
払
す
る
と
い
う
（『
禅
学
』p.1057

）。

（　

）
宗
師
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｅ
】《
語
注
》（
９
）
参
照
。

（　

）
本
分
作
家
＝
本
来
の
面
目
を
体
得
し
て
い
る
悟
道
人
（『
禅
学
』p.1168

）、
本
物
の
手
練
れ
（『
禅
語
』p.431

）。

（　

）
賺
誤
方
來
＝
「
賺
誤
」
と
し
て
は
諸
辞
典
に
見
え
な
い
。「
賺
」
は
「
①
す
か
す
。
だ
ま
す
。
重
ね
て
価
を
支
払
わ
せ
る
。
錯
ま

り
た
が
わ
せ
る
。
だ
ま
し
て
高
く
売
り
つ
け
る
。
②
あ
ざ
む
く
。
た
ぶ
ら
か
す
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
誑
か

す
」
と
訳
し
た
。「
方
来
」
は
、
四
方
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
修
行
者
（『
中
村
』p.1227

）。

（　

）
草
窠
＝
単
な
る
草
む
ら
の
意
味
が
転
じ
て
、「
草
ぶ
か
い
窠
窟
（
ね
ぐ
ら
）」（『
禅
語
』p.268

）
と
か
、
簡
単
で
粗
末
な
住
居
を
指
す

（『
漢
語
』
第
九
冊
・p.374

、
縮
印
本
㊦p.5461

）。

（　

）
打
骨
董
去
＝
「
骨
董
」
は
、
一
般
的
に
は
古
道
具
の
意
味
で
あ
る
が
、
禅
録
で
使
わ
れ
る
場
合
は
、「
無
意
味
な
言
句
」（『
禅
学
』

p.353

）
と
か
、「
が
ら
く
た
」（『
禅
語
』p.144

）
の
意
味
。
ま
た
、「
打
」
は
、『
禅
語
』
に
「
特
定
の
語
句
を
目
的
語
と
し
て
と
り
、

種
々
の
動
作
を
す
る
こ
と
を
表
わ
す
。
金
銀
の
器
を
作
る
こ
と
を
『
打
金
』、『
打
銀
』
と
い
い
、
舟
車
を
造
る
こ
と
を
『
打
舟
』、

『
打
車
』
と
い
い
、
魚
を
と
る
こ
と
を
『
打
魚
』
と
い
い
、
水
を
汲
む
こ
と
を
『
打
水
』
と
い
い
、
め
し
を
喰
う
こ
と
を
『
打
飯
』

と
い
う
、
等
々
。
ま
た
動
詞
（
主
と
し
て
一
字
）
の
接
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
打
坐
』『
打
睡
』『
打
聴
』『
打
成
』
の
類
」

（p.281

）
と
あ
る
。「
…
去
」
は
【
ａ
】《
語
注
》（
16
）
参
照
。

（　

）
金
剛
正
眼
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｅ
】《
語
注
》（
14
）
参
照
。

（　

）
灑
灑
落
落
＝
『
禅
語
』
に
「
超
然
と
し
て
あ
か
ぬ
け
し
て
い
る
さ
ま
。
洒
落
、
洒
脱
」（p.190

）
と
あ
る
。
克
勤
が
好
ん
だ
表
現
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で
あ
り
、『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
他
に
四
個
所
、『
碧
巌
録
』
に
五
個
所
用
例
が
あ
る
。
な
お
末
木
訳
で
は
み
な
「
さ
っ
ぱ
り
」

と
訳
し
て
い
る
。

（　

）
本
分
事
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｄ
】《
語
注
》（
７
）「
守
本
分
」
条
、「
示
杲
書
記
」《
語
注
》（
６
）「
據
本
分
」
条
、
参
照
。

（　

）
佛
地
障
＝
諸
辞
書
に
「
仏
地
障
」
と
し
て
は
見
え
な
い
が
、『
禅
学
』
に
は
「
仏
地
」
と
し
て
、「
修
行
の
結
果
、
到
達
し
え
た

位
の
こ
と
。
仏
果
。
仏
位
」（『
禅
学
』p.1090

）
と
あ
る
。「
障
」
は
「
さ
わ
り
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
仏
地
障
」
で
、
到
達
し
た

「
仏
地
」
が
障
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
言
葉
で
あ
る
と
類
推
で
き
る
。
ち
な
み
に
「

跳
仏
地
」
と
い
う
禅
語
が
あ
り
、

「
は
ね
こ
え
る
意
。
修
行
に
よ
っ
て
最
上
の
仏
地
に
到
達
す
る
も
、
そ
こ
に
留
滞
す
る
な
ら
ば
、
已
到
住
著
の
禅
病
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
超
越
し
て
、
悟
り
を
忘
れ
、
仏
地
を
超
え
る
こ
と
」（
同
上
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
も
同
じ
文
脈
で
あ
る
。
黄
檗
『
宛

陵
録
』
に
「
只
だ
本
心
を
識
ら
ざ
る
が
為
に
、
謾
り
に
見
解
を
作
す
の
み
。
纔
か
に
仏
見
を
作
さ
ば
、
便
ち
仏
に
障
え
ら
れ
、
衆

生
見
を
作
さ
ば
、
衆
生
に
障
え
ら
る
（
只
為
不
識
本
心
。
謾
作
見
解
。
纔
作
仏
見
便
被
仏
障
、
作
衆
生
見
、
被
衆
生
障
）」（T

48-384c

）
と
あ
り
、

ま
た
「
忽も

し若
未
だ
無
心
を
会
せ
ず
し
て
、
相
に
著
し
て
作
さ
ば
、
皆
な
魔
業
に
属
す
。
乃
至
、
浄
土
・
仏
事
を
作
す
も
、
並
び
に

皆
な
業
と
成
る
。
乃
ち
仏
障
と
名
づ
く
。
汝
が
心
を
障
う
る
が
故
に
、
因
果
の
管
束
を
被
り
、
去
住
に
自
由
の
分
無
し
（
忽
若
未
会

無
心
、
著
相
而
作
者
、
皆
属
魔
業
。
乃
至
作
浄
土
仏
事
、
並
皆
成
業
。
乃
名
仏
障
。
障
汝
心
故
、
被
因
果
管
束
、
去
住
無
自
由
分
）」（T

48-386c

）
と
あ

る
。

（　

）
一
機
一
境
＝
『
禅
学
』
に
「
師
家
が
学
人
を
導
い
て
悟
入
さ
せ
る
手
段
で
、
機
は
内
な
る
心
の
は
た
ら
き
・
機
関
。
境
は
そ
の

心
が
外
に
あ
ら
わ
れ
た
事
象
・
作
用
を
い
う
。
釈
尊
が
大
衆
の
前
で
華
を
取
り
上
げ
た
の
は
一
境
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
て
迦
葉
が

微
笑
し
た
の
は
一
機
と
な
る
。
後
に
は
い
た
ず
ら
に
機
・
境
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
禅
そ
の
も
の
の
ご
と
く
心

得
る
禅
者
に
対
し
て
嘲
罵
の
意
味
を
ふ
く
め
て
い
う
言
葉
」（p.38

）
と
あ
る
。
一
方
、『
禅
語
』
で
は
、
簡
潔
に
「
あ
れ
こ
れ
の
対

応
の
し
か
た
」（p.16

）
と
あ
る
。『
添
足
』
に
は
「
一
機
と
は
、
楊
眉
瞬
目
、
棒
喝
な
ど
の
対
機
な
り
。
一
境
と
は
、
青
山
緑
水
、
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払
な
ど
の
作
用
な
り
。
黄
檗
の
『
宛
陵
録
』
に
曰
く
、『
亦
た
是
れ
一
機
一
境
の
上
に
於
い
て
他
を
見
得
せ
ず
』
と
（
一
機
者
、
楊

眉
瞬
目
、
棒
喝
等
之
対
機
也
。
一
境
者
、
青
山
緑
水
、

払
等
之
作
用
也
。
黄
檗
宛
陵
録
曰
、
亦
不
是
於
一
機
一
境
上
見
得
他
）」
と
あ
る
。

（　

）
意
在
鉤
頭
＝
「
鉤
頭
」
は
、『
禅
学
』「
領
取
鉤
頭
意
」
条
に
、「
鉤
頭
は
秤
の
か
ぎ
。
秤
で
物
を
は
か
る
に
は
鉤
の
と
こ
ろ
を
よ

く
心
得
て
は
か
る
べ
き
で
無
駄
目
の
定
盤
星
に
執
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
転
じ
て
、
言
句
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
趣

意
を
的
確
に
会
得
す
る
た
め
の
い
ま
し
め
に
用
い
る
」（p.321

）
と
あ
る
。『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
は
二
個
所
、『
碧
巌
録
』
に

一
個
所
用
例
が
あ
る
が
、
無
著
道
忠
の
『
碧
巌
録
種
電
鈔
』
で
は
、
よ
り
端
的
に
「
言
句
を
以
て
離
言
の
旨
を
会
せ
し
め
ん
が
為

な
り
（
為
以
言
句
令
会
離
言
旨
也
）」（
禅
文
化
本
・p.274

）
と
し
て
い
る
。
こ
こ
の
「
鉤
頭
」
は
、「
行
棒
行
喝
、
一
機
一
境
、
一
言
一
句
」

を
指
す
。

（　

）
獨
脱
＝
独
自
に
超
脱
す
る
。
唯
我
独
尊
の
自
立
（『
禅
語
』p.352

）。
以
下
同
文
。「
示
杲
書
記
」《
語
注
》（
58
）「
獨
脱
」
条
、
参

照
。

（　

）
依
草
附
木
＝
依
草
付
葉
と
も
。
人
の
死
後
、
来
世
の
生
縁
が
定
ま
ら
ぬ
中
有
の
間
、
そ
の
霊
魂
は
草
木
に
宿
っ
て
い
る
と
信
じ

ら
れ
た
。
文
字
や
言
句
な
ど
に
執
着
し
て
、
自
由
独
脱
の
境
地
に
到
達
で
き
な
い
こ
と
に
た
と
え
る
（『
禅
学
』p.99

）。

（　

）
驅
耕
夫
之
牛
、
奪
飢
人
之
食
＝
農
夫
の
牛
を
追
い
払
い
、
飢
人
の
食
物
を
奪
い
去
る
。
人
情
を
絶
ち
切
っ
た
冷
徹
な
導
き
か
た

（『
禅
語
』p.98

）。『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
は
三
個
所
、『
碧
巌
録
』
に
は
二
個
所
用
例
が
あ
る
。
無
著
道
忠
は
、『
五
家
正
宗
賛
助

桀
』
で
、「
直
に
性
命
を
喪
尽
せ
し
む
（
直
喪
尽
性
命
）」（
禅
文
化
本
㊦p.816

）
と
注
し
て
い
る
。

（　

）
弄
泥
團
漢
＝
泥
の
か
た
ま
り
を
い
じ
く
る
男
。
意
味
も
な
く
も
の
を
こ
ね
く
り
廻
す
や
か
ら
。『
宝
蔵
論
』
に
泥
団
を
黄
金
に
変

え
よ
う
と
す
る
愚
か
さ
が
説
か
れ
て
い
る
（『
禅
語
』p.491

）。「
弄
泥
團
」
と
い
う
言
葉
も
克
勤
が
好
ん
で
使
っ
た
も
の
で
あ
り
、『
円

悟
仏
果
禅
師
語
録
』
に
三
個
所
、『
碧
巌
録
』
に
七
個
所
用
例
が
あ
る
。
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（
ｃ
）
方
來
衲
子
、
有
夙
根
作
工
夫
、
驀
地
得
入
者
、
不
遇
眞
正
宗
師
、
返
引
他
作
露
布
、
墮
在
機
境
中
、
無
繩
自
縛
、
半

前
落
後
、
似
是
不
是
、
最
難
整
理
。
要
須
識
其
病
脉
、
辨
其
落
著（

一
）、
徴
其
所
偏
墜
、
而
發
起
之
、
俾
捨
執
著（

一
）

住
滯
。
然
後
示
以
本

分
正
宗
、
使
無
疑
惑
、
了
然
得
大
解
脱
、
居
大
寶
宅
、
自
然

亦
不
去
。
可
以
洪
濟
大
法
、
傳
續
祖
燈
、
堪
報
不
報
之
恩
也
。

　
【
校 

注
】（
一
）
著
＝
語
録
は
「
着
」
に
作
る
。

＊

方
來
の
衲
子
、
夙
根
有
り
て
工
夫
を
作
し
、
驀
地
に
入
る
こ
と
を
得
る
者
も
、
眞
正
の
宗
師
に
遇
わ
ざ
れ
ば
、
返
っ
て
他
を
引

き
て
露
布
を
作
さ
し
め
、
機
境
の
中
に
堕
在
し
て
、
無
繩
自
縛
、
半
前
落
後
、
是
に
似
て
是
な
ら
ず
、
最
も
整
理
し
難
し
。

要か
な
ら須
ず
其
の
病
脉
を
識
り
、
其
の
落
著
を
辨
じ
、
其
の
偏
墜
す
る
所
を
徴
し
て
之
を
發
起
せ
し
め
、
執
著
住
滯
を
捨
て
し
め

よ
。
然
る
後
に
、
示
す
に
本
分
の
正
宗
を
以
て
し
て
疑
惑
を
無
か
ら
し
め
、
了
然
と
し
て
大
解
脱
を
得
さ
し
め
、
大
寶
宅
に
居

し
て
、
自
然
に

え
ど
も
亦
た
去
ら
ざ
ら
し
む
。
以
て
大
法
を
洪
濟
し
、
祖
燈
を
傳
續
し
て
、
報
い
ざ
る
の
恩
に
報
ゆ
る
に
堪

え
る
可
き
な
り
。

＊

四
方
か
ら
集
ま
っ
て
来
る
修
行
者
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
素
質
が
あ
っ
て
工修

行夫
を
し
、
忽
ち
〔
悟
り
に
〕
入
る
こ
と
が
で
き

た
者
で
も
、
真ほ

ん
も
の正

の
禅
匠
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、〔
偽
物
の
師
家
か
ら
〕
却
っ
て
文
字
言
説
に
執
着
さ
せ
ら
れ
、
機方

便境
に
落
ち

込
ん
で
、
縄
も
無
い
の
に
自
分
で
縛
り
付
け
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
で
、
正
し
い
よ
う
で
正
し
く
は
な
い
〔
中
途
半
端
な
状
態
に
な

る
〕。〔
そ
ん
な
輩
は
〕
最
も
キ
チ
ン
と
処
理
し
に
く
い
。
必
ず
そ
の
病
状
を
知
り
、
そ
の
治
療
法
を
診
断
し
、
そ
の
悪
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
出
し
て
、
こ
れ
（
＝
患
部
）
を
開
き
起
こ
し
て
、
執
着
を
棄
て
さ
せ
ね
ば
ら
な
い
。
そ
の
後
に
、〔
修
行
者
に
〕

本本
来
の
姿分
で
あ
る
正
し
い
宗
旨
を
示
し
て
疑
い
や
迷
い
を
無
く
さ
せ
、
大
い
な
る
解
脱
を
明
ら
か
に
得
さ
せ
て
、
大
い
な
る
宝
〔
で

あ
る
仏
性
が
詰
ま
っ
た
〕
宅い

え

に
住
ま
わ
せ
、
追
い
出
そ
う
と
し
て
も
全
く
〔
屋
敷
か
ら
〕
出
よ
う
と
は
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
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の
だ
。
そ
う
し
て
こ
そ
大
い
な
る
仏
法
を
盛
り
立
て
、
祖
師
の
法
燈
を
〔
連
綿
と
〕
伝う

け
つ続
い
で
、
報
い
き
れ
な
い
恩
に
報
い
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

《
語
注
》

（　

）
方
來
＝
【
ｂ
】《
語
注
》（
４
）
参
照
。

（　

）
夙
根
＝
諸
辞
書
に
は
見
え
な
い
。
用
例
と
し
て
は
、『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
八
「
東
京
華
厳
普
孜
禅
師
」
条
に
「
自
心
の
源
を

識
る
に
至
り
て
、
夙
根
啓
発
す
（
至
識
自
心
源
、
夙
根
啓
発
）」（Z136-67d

）
と
あ
り
、
こ
の
文
脈
か
ら
判
断
す
れ
ば
「
夙
根
」
と
は
、

「
元
か
ら
持
っ
て
い
る
能
力
、
素
質
」
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

（　

）
驀
地
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｆ
】《
語
注
》（
40
）
参
照
。

（　

）
露
布
＝
公
け
の
布
告
、
ひ
い
て
は
文
字
言
説
を
い
う
（『
禅
語
』p.485

）。
ま
た
、『
禅
学
』
に
は
、「
広
く
公
衆
の
目
に
ふ
れ
さ
せ
る

た
め
に
、
封
を
し
な
い
告
知
書
の
こ
と
。
制
書
な
ど
が
封
緘
を
し
て
あ
る
の
に
対
し
て
封
緘
を
し
な
い
も
の
で
、
漢
代
に
お
こ
り

赦
令
・
贖
令
お
よ
び
大
喪
等
を
公
布
す
る
の
に
用
い
た
。
の
ち
、
後
漢
末
に
な
っ
て
、
曹
操
を
討
つ
の
に
露
布
を
用
い
て
か
ら
、

も
っ
ぱ
ら
軍
事
に
用
い
て
檄
文
の
呼
称
と
な
っ
た
。
北
魏
に
な
る
と
、
帛
書
を
竿
頭
に
か
け
て
戦
勝
を
し
ら
せ
、
こ
れ
を
露
布
と

称
し
て
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
戦
勝
の
別
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
露
版
と
も
い
う
」（p.1323

）
と
あ
っ
て
、
こ
の
語
に
起
源
に

つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

（　

）
機
境
＝
機
は
心
機
、
心
の
は
た
ら
き
、
揚
眉
瞬
目
等
。
境
は
手
足
の
動
作
、
拈
槌
竪
払
等
（『
禅
学
』p.195

）
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
、

修
行
者
を
導
く
方
便
、
手
だ
て
（『
禅
語
』p.79

）
の
こ
と
。
以
下
同
文
。

（　

）
無
繩
自
縛
＝
既
成
の
観
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
自
覚
す
ら
な
い
者
を
批
判
し
た
言
葉
（『
禅
語
』p.441

）。

（　

）
半
前
落
後
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｆ
】《
語
注
》（
21
）
参
照
。

1234567



115

（　

）
整
理
＝
「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｆ
】《
語
注
》（
20
）「
最
難
整
理
」
条
、
参
照
。

（　

）
病
脉
＝
漢
方
医
学
に
は
「
脈
診
」
と
い
う
、
脈
拍
を
測
っ
て
健
康
状
態
を
診
断
す
る
方
法
が
あ
り
、
病
脈
と
は
、
病
気
に
か
か
っ

た
状
態
を
い
う
。
脈
診
し
て
病
気
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
治
療
を
す
る
。『
涅
槃
経
』
で
は
、
病
脈
を
罪
過
に
あ
て

は
め
て
、
罪
過
の
克
服
を
説
い
て
い
る
。「
罪
過
を
知
り
已
ら
ば
則
ち
能
く
遠
離
す
。
譬
え
ば
医
師
の
先
ず
病
脈
を
診
る
が
如
し
。

病
の
所
在
を
知
ら
ば
、
然
る
後
に
薬
を
授
く
（
知
罪
過
已
則
能
遠
離
。
譬
如
医
師
先
診
病
脈
。
知
病
所
在
然
後
授
薬
）」（
北
本T

12-582b

・
南
本

T
12-829c

）。

（　

）
落
著
＝
「
落
着
」
と
も
。『
漢
語
』
に
「
①
下
落
、
分
暁
。
②
可
以
依
靠
或
指
望
的
来
源
」（
第
九
冊
・p.485

、
縮
印
本
㊦p.5508

）
と
あ

り
、
ま
た
『
大
漢
和
』
に
「
事
の
き
ま
り
が
つ
く
。
又
、
き
ま
り
。
段
落
」（『
大
漢
和
』
巻
九
・p.765

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
の

「
病
脈
」
と
い
う
語
を
受
け
て
、「
治
療
法
」
と
訳
し
た
。

（　

）
偏
墜
＝
一
般
的
に
、
一
方
の
睾
丸
が
炎
腫
を
発
し
て
大
き
く
な
り
下
墜
す
る
病
気
の
こ
と
。
疝
病
の
一
種
で
、
慢
性
睾
丸
炎
（『
大

漢
和
』
巻
一
・p.863

、『
中
日
』p.1400

）。
し
か
し
、
こ
こ
は
『
漢
語
』
に
「
軽
重
失
均
、
不
平
衡
」（
第
一
冊
・p.1570

、
縮
印
本
㊤p.665

）
と
あ

る
の
に
拠
っ
て
、「
悪
い
と
こ
ろ
」
と
訳
し
た
。

（　

）
發
起
＝
迷
い
が
起
こ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
反
対
に
悟
り
を
求
め
よ
う
と
決
意
す
る
こ
と
（『
中
村
』p.1256

）
か
ら
、
単
に
ひ
ら
き
起

こ
す
、
起
こ
る
と
い
う
意
味
（『
大
漢
和
』
巻
七
・p.1220
）
な
ど
、
意
味
の
幅
の
広
い
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
落
著
」
と
同
様
に

「
病
脈
」
と
い
う
語
を
受
け
て
、「
こ
れ
（
＝
患
部
）
を
開
き
起
こ
し
て
」
と
訳
し
た
。

（　

）
執
着
住
滯
＝
「
住
滞
」
に
は
「
停
留
。
延
擱
（
＝
長
引
く
・
遅
延
す
る
）」（『
漢
語
』
第
一
冊
・p.1278

、
縮
印
本
㊤p.541

）
の
意
味
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
住
」
一
語
に
、「
な
ん
ら
か
の
対
象
に
と
ど
こ
お
る
こ
と
。
執
着
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
『
四
識
住
』
な
ど

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
」
と
か
、「
執
着
、
迷
執
」（
以
上
、『
中
村
』p.664

）
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
字
で
「
執
着
」

と
解
す
る
。

8910111213
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（　

）
本
分
正
宗
＝
「
本
分
」
に
つ
い
て
は
、「
示
華
蔵
明
首
座
」【
ｄ
】《
語
注
》（
７
）「
守
本
分
」
条
、
参
照
。「
正
宗
」
は
、
正
伝

の
宗
旨
。
釈
尊
よ
り
代
々
正
伝
の
仏
法
（『
禅
学
』p.552

）。

（　

）
了
然
＝
あ
き
ら
か
な
さ
ま
。
瞭
然
。
了
了
（『
大
漢
和
』
巻
一
・p.410

）。

（　

）
居
大
寶
宅
、
自
然

亦
不
去
＝
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
九
「
福
州
大
安
禅
師
」
条
の
、
次
の
問
答
に
も
と
づ
い
た
語
。「
安
、

山

に
在
り
し
こ
と
三
十
来
年
、

山
の
飯
を
喫
し

山
の
屎
を

す
る
も
、

山
の
禅
を
学
ば
ず
。
只
だ
一
頭
の
水

牛
を
看
る
の

み
。
若
し
路
に
落
ち
草
に
入
ら
ば
、
便
ち
牽
き
出
だ
し
、
若
し
人
の
苗
稼
を
犯
さ
ば
、
即
ち

撻
す
。
調
伏
、
既
に
久
し
け
れ
ば

可
憐
生
、
人
の
言
語
を
受
く
。
如
今
、
変
じ
て
箇
の
露
地
の
白
牛
と
作
り
、
常
に
面
前
に
在
り
て
、
終
日
露

地
に
、
趁
え
ど

も
亦
た
去
ら
ざ
る
な
り
。
汝
ら
諸
人
、
各
自
に
無
価
の
大
宝
有
り
。
眼
門
従
り
光
を
放
ち
、
山
河
大
地
を
照
ら
し
、
耳
門
よ
り
光

を
放
ち
、
一
切
の
善
悪
の
音
響
を
領
釆
す
。
六
門
、
昼
夜
に
常
に
光
明
を
放
つ
、
亦
た
放
光
三
昧
と
名
づ
く
（
安
在

山
山
三
十
来
年
、

喫

山
飯

山
屎
、
不
学

山
禅
。
只
看
一
頭
水

牛
。
若
落
路
入
草
便
牽
出
、
若
犯
人
苗
稼
即

撻
。
調
伏
既
久
可
憐
生
、
受
人
言
語
。
如
今
変
作

箇
露
地
白
牛
、
常
在
面
前
、
終
日
露

地
、
趁
亦
不
去
也
。
汝
諸
人
、
各
自
有
無
価
大
宝
。
従
眼
門
放
光
、
照
山
河
大
地
、
耳
門
放
光
、
領
釆
一
切
善

悪
音
響
。
六
門
昼
夜
常
放
光
明
、
亦
名
放
光
三
昧
）」（T

51-267c

）。
こ
こ
で
「
宝
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
の
は
「
仏
性
」
の
こ
と
。
円
悟
は

た
び
た
び
「
宝
」
と
い
う
語
を
「
仏
性
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
、「
只
だ
如
今
、
人
人
頂
門
上
に
大
宝
光
を
放
ち
、
壁
立
千
仞

に
一
切
の
妙
用
神
通
を
顕
し
、
単
提
せ
る
不
思
議
力
を

ぬ

く
（
只
如
今
人
人
頂
門
上
、
放
大
宝
光
、
壁
立
千
仞
、
顕
一
切
妙
用
神
通
、

単
提

不
思
議
力
）」（『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
六
・T

47-741b

）。
ち
な
み
に
こ
の
問
答
は
、『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
中
に
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る

「
長
者
火
宅
の
喩
」
に
も
と
づ
く
。「
長
者
火
宅
の
喩
」
と
は
、
火
事
の
屋
敷
か
ら
、
玩
具
に
夢
中
に
な
っ
て
遊
び
続
け
る
子
供
た

ち
を
家
の
外
に
引
き
出
す
た
め
に
、
父
の
長
者
が
、
羊
車
や
鹿
車
・
牛
車
な
ど
の
、
子
供
た
ち
の
好
み
の
玩
具
を
与
え
る
と
呼
び

か
け
、
外
に
出
た
子
供
た
ち
に
は
よ
り
一
層
す
ば
ら
し
い
白
牛
車
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
話
の
こ
と
。
こ
の
話
の
中
に
出
て
く
る

前
の
三
車
は
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
（
小
乗
）・
菩
薩
乗
（
大
乗
）
に
そ
れ
ぞ
れ
喩
え
ら
れ
、
大
白
牛
車
を
一
乗
に
喩
え
て
い
る
。

141516
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（　

）
洪
濟
＝
辞
書
類
に
は
見
え
ず
、
禅
録
に
も
固
有
名
詞
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
以
外
に
適
当
な
も
の
は
見
え
な
い
。
わ
ず
か
に
『
定

応
大
師
布
袋
和
尚
伝
』
に
「
大
法
輪
を
転
じ
、
万
類
を
洪ひ

ろ
く
す
く済
う
（
転
大
法
輪
、
洪
済
万
類
）」（Z146-479b

）
と
あ
る
の
が
動
詞
的
な
用
例

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
当
た
ら
な
い
。「
済
」
の
意
味
と
し
て
『
大
漢
和
』
で
は
「〔
二
〕
…
③
す
く
う
。
た
す
け
る
。
④
ま
す
。

く
わ
え
る
」（『
大
漢
和
』
巻
七
・p.314

）
を
挙
げ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
盛
り
立
て
る
」
と
訳
し
た
。

（
ｄ
）
黄
龍
老
南
禪
師
、
昔
未
見
石
霜
、
會
一
肚
皮
禪
。
翠
巖
憫
之
、
勸
謁
慈
明
。
只
窮
究
玄
沙
語
靈
雲
未
徹
處
、
應
時
瓦
解

冰
消
、
遂
受
印
可
。
三
十
年
只
以
此
印
拈
諸
方
解
路
。

病
不
假
驢

藥
。
緊
要
處
、
豈
有
許（

一
）多
佛
法
也
。

　
【
校 

注
】（
一
）
許
多
＝
語
録
は
「
如
許
多
」
に
作
る
。

＊

黄
龍
老
南
禪
師
、
昔
、
未
だ
石
霜
に
見
え
ざ
る
と
き
、
一
肚
皮
の
禪
を
會
す
。
翠
巖
、
之
を
憫
れ
ん
で
、
勸
め
て
慈
明
に
謁
せ

し
む
。
只
だ
玄
沙
の
「
靈
雲
未
だ
徹
せ
ず
」
と
語
る
處
の
み
を
窮
究
し
、
時
に
應
じ
て
瓦
解
冰
消
し
、
遂
に
印
可
を
受
く
。
三

十
年
、
只
だ
此
の
印
を
以
て
、
諸
方
の
解
路
を
拈
ず
。
病
を

い

や
す
に
驢

の
藥
を
假
ら
ず
。
緊
要
の
處
、
豈
に
許
多
の
佛
法

有
ら
ん
や
。

＊

黄
龍
慧
南
老
禪
師
が
、
昔
、
ま
だ
石
霜
〔
楚
圓
〕
に
参
じ
て
い
な
か
っ
た
時
、
腹
い
っ
ぱ
い
に
〔
無
駄
知
識
を
〕
貯
め
込
ん

だ
禅
を
会
得
し
て
い
た
。〔
し
か
し
〕
翠
巌
（
＝
雲
峰
文
悦
）
は
、
こ
れ
を
憐
れ
ん
で
、
慈
明
（
＝
石
霜
楚
圓
）
に
会
う
よ
う
に
勧

め
た
。〔
そ
こ
で
〕
一
心
に
玄
沙
〔
師
備
〕
が
「
霊
雲
〔
志
勤
〕
は
ま
だ
徹
し
て
い
な
い
」
と
語
っ
た
こ
と
だ
け
を
究
明
し
、

た
だ
ち
に
全
て
の
疑
団
が
消
え
去
っ
て
、
つ
い
に
〔
石
霜
よ
り
〕
印
可
を
受
け
た
。
三
十
年
間
、
た
だ
こ
の
印
〔
可
を
受
け
た

17
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力
量
〕
で
、
諸
方
の
〔
人
々
の
〕
屁
理
屈
を
取
り
あ
げ
た
。
病
気
を
治
す
の
に
、
驢
馬
の
背
に
満
載
す
る
程
の
〔
量
の
〕
薬
な

ど
必
要
な
い
。
肝か

ん
じ
ん
か
な
め

心
要
の
所
に
、
ど
う
し
て
あ
れ
こ
れ
仏
法
〔
と
い
う
も
の
な
ど
〕
が
有
ろ
う
か
。

《
語
注
》

（　

）
黄
龍
老
南
禪
師
＝
黄
龍
慧
南
（
一
〇
〇
二
〜
一
〇
六
九
）。
臨
済
宗
黄
龍
派
の
祖
。
石
霜
楚
圓
の
法
嗣
で
、
楊
岐
派
の
祖
で
あ
る
楊

岐
法
会
（
九
九
二
〜
一
〇
四
九
）
の
法
兄
。
信
州
（
江
西
省
上
繞
）
玉
山
県
の
人
。
俗
姓
は
章
氏
。
十
一
歳
で
懐
玉
定
水
院
の
智
鑾
の
下

で
出
家
し
、
十
九
歳
で
受
具
す
る
。
雲
門
宗
の
泐
潭
懐
澄
に
参
じ
て
分
座
さ
れ
て
説
法
し
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、

や
が
て
臨
済
宗
の
雲
峰
文
悦
・
石
霜
楚
円
に
参
じ
、
三
十
五
歳
の
時
に
「
趙
州
勘
婆
」
の
話
を
聞
い
て
大
悟
し
て
、
石
霜
に
嗣
法

す
る
。
そ
の
後
、
諸
方
を
行
脚
し
、
同
安
院
で
開
堂
。
帰
宗
寺
に
移
っ
て
火
災
に
遭
い
、
罪
に
問
わ
れ
て
獄
に
流
さ
れ
る
も
、
や

が
て
許
さ
れ
て
黄
檗
に
退
居
す
る
。
次
い
で
黄
龍
山
に
移
り
、
そ
こ
で
大
い
に
宗
風
を
挙
げ
た
。
煕
寧
二
年
三
月
十
七
日
示
寂
。

世
寿
六
十
八
。
普
覚
禅
師
と
諡
さ
れ
た
。

（　

）
石
霜
＝
石
霜
楚
円
（
九
八
六
〜
一
〇
三
九
）。
臨
済
宗
。
全
州
（
広
西
省
）
の
人
。
俗
姓
は
李
氏
。
二
十
二
歳
で
湘
山
（
広
西
省
）
の
隠

静
寺
で
出
家
。
汾
陽
善
昭
に
参
じ
て
嗣
法
す
る
。
初
め
袁
州
（
江
西
省
）
南
源
山
広
利
禅
院
に
出
世
し
、
次
い
で
潭
州
（
湖
南
省
）
道

吾
山
・
石
霜
山
崇
勝
禅
院
、
南
岳
山
福
厳
禅
院
、
潭
州
興
化
禅
院
に
歴
住
す
る
。
宝
元
二
年
示
寂
。
世
寿
五
十
四
。
石
霜
の
伝
に

つ
い
て
は
、「
示
杲
書
記
」《
語
注
》（
10
）「
霜
華
奮
金
剛
王
」
条
、
参
照
。

（　

）
一
肚
皮
禪
＝
腹
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
禅
（『
禅
語
』p.18

）。

（　

）
翠
巌
＝
翠
巌
に
住
し
た
雲
峰
文
悦
（
九
九
八
〜
一
〇
六
二
・
嗣
大
愚
守
芝
）
の
こ
と
。
黄
龍
慧
南
は
初
め
雲
門
宗
の
泐
潭
懐
澄
の
下
で

学
び
、
分
座
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
臨
済
宗
の
雲
峰
文
悦
の
指
示
で
石
霜
楚
円
に
参
じ
て
臨
済
宗
の
法
を
嗣
ぎ
、
黄
龍

派
の
祖
と
な
る
。
黄
龍
慧
南
の
伝
の
第
一
資
料
で
あ
る
、
覚
範
慧
洪
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
二
「
黄
龍
南
禅
師
」
条
に
よ
れ
ば
、

1234
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以
下
の
通
り
。

　
　
　
　

 

南
昌
の
文
悦
、
之
（
慧
南
）
を
見
る
毎
に
、
帰
臥
し
て
歎
じ
て
曰
く
、「
南
は
有
道
の
器
な
り
。
惜
し
む
ら
く
は
、
未
だ
本
色

の
鉗
鎚
を
受
け
ざ
る
の
み
」
と
。
会
同
し
て
西
山
に
游
び
、
夜
話
し
て
雲
門
の
法
道
に
及
ぶ
。
悦
曰
く
、「
澄
公
、
雲
門
の
後し

り
え

な
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
法
道
異
な
る
の
み
」
と
。
公
（
慧
南
）、
異
な
る
所
以
を
問
う
。
悦
曰
く
、「
雲
門
、
丹
砂
を
九
転
し

て
、
銕て

つ

を
点
じ
て
金
と
作
す
が
如
し
。
澄
公
は
薬や

く
こ
う
ぎ
ん

汞
銀
の
徒
ら
に
玩
ぶ
可
く
、
鍛
に
入
ら
ば
即
ち
流
れ
去
る
」
と
。
公
（
慧

南
）、
怒
り
て
枕
を
以
て
之
に
投
げ
る
。
明
日
、
悦
は
過
を
謝
す
。
又
た
曰
く
、「
雲
門
の
気
宇
は
王
の
如
し
。
甘
ん
じ
て
死

語
を
下
さ
ん
や
。
澄
公
に
法
有
れ
ど
も
、
人
に
受さ

ず

く
る
は
死
語
な
り
。
死
語
其
れ
能
く
人
を
活
す
る
や
」
と
。
即
ち
背
き
去

る
。
公
（
慧
南
）、
之
（
文
悦
）
を
挽
き
て
曰
く
、「
即も

し
是
の
如
く
な
ら
ば
、
誰
か
汝
の
意
に
可よ

き
者
な
ら
ん
」
と
。
悦
曰
く
、

「
石
霜
楚
圓
の
手
段
は
諸
方
に
出
づ
。
子
、
之
に
見ま

み

え
ん
と
欲
す
や
。
宜
し
く
後
る
べ
か
ら
ざ
れ
」
と
。
公
、
黙
計
し
て
曰
く
、

「
此
れ
行
脚
の
大
事
な
り
。
悦
は
翠
巌
を
師
と
し
、
而
も
我
を
し
て
石
霜
に
見
え
し
む
。
之
を
見
て
得
る
こ
と
有
れ
ど
も
、
悦

に
於
い
て
何
か
有
ら
ん
」
と
。
即
日
に
辨
装
す
。（
南
昌
文
悦
、
見
之
毎
帰
臥
歎
曰
、「
南
有
道
之
器
也
。
惜
未
受
本
色
鉗
鎚
耳
」。
会
同
游

西
山
、
夜
話
及
雲
門
法
道
。
悦
曰
、「
澄
公
雖
雲
門
之
後
、
然
法
道
異
耳
」。
公
問
所
以
異
。
悦
曰
、「
雲
門
如
九
転
丹
砂
、
点
銕
作
金
。
澄
公
薬
汞

銀
徒
可
玩
、
入
鍛
即
流
去
」。
公
怒
以
枕
投
之
。
明
日
悦
謝
過
。
又
曰
、「
雲
門
気
宇
如
王
。
甘
死
語
下
乎
。
澄
公
有
法
、
受
人
死
語
也
。
死
語
其
能

活
人
哉
」。
即
背
去
。
公
挽
之
曰
、「
即
如
是
、
誰
可
汝
意
者
」。
悦
曰
、「
石
霜
楚
圓
手
段
出
諸
方
。
子
欲
見
之
。
不
宜
後
也
」。
公
黙
計
之
曰
、「
此

行
脚
大
事
也
。
悦
師
翠
巌
、
而
使
我
見
石
霜
。
見
之
有
得
、
於
悦
何
有
哉
」。
即
日
辨
装
。）（Z137-263c

）

　
　
　

ち
な
み
に
、
こ
の
黄
龍
慧
南
の
雲
門
宗
か
ら
臨
済
宗
へ
の
転
向
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
、
西
口
芳
男
「
黄
龍
慧
南
の
臨
済
宗

転
向
と
泐
潭
懐
澄
│
附
論
『
宗
門
摭
英
集
』
の
位
置
と
そ
の
資
料
的
価
値
│
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
号
・
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（　

）
慈
明
＝
石
霜
楚
圓
の
こ
と
。《
語
注
》（
２
）
参
照
。

（　

）
玄
沙
語
、
靈
雲
未
徹
處
＝
『
玄
沙
師
備
禅
師
広
録
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

56
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霊
雲
到
り
て
相
看
し
了
わ
る
。
師
乃
ち
問
う
、「
那
裏
は
者
裏
に
何い

ず
れ似
ぞ
」
と
。
雲
云
く
、「
也ま

た
只た是
だ
桑
梓
な
る
の
み
に

し
て
、
別
に
他
故
無
し
」
と
。
師
云
く
、「
在
る
也や無
」
と
。
雲
云
く
、「
恒
然
、
恒
然
」
と
。
師
云
く
、「
何
ぞ
道い

わ
ざ
る
」

と
。
雲
云
く
、「
什
麼
の
道
い
難
き
こ
と
有
ら
ん
や
」
と
。
師
云
く
、「
若
し
実
な
ら
ば
便
ち
道
う
を
請
う
」
と
。
霊
雲
云
く
、

「
三
十
年
来
剣
客
を
尋
ね
、
幾い

く
た
び迴

か
葉
落
ち
幾
た
び
か
枝
を
抽
く
、
一
た
び
桃
花
を
見
て
自よ従
り
後
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で

更
に
疑
わ
ず
」
と
。
師
云
く
、「
甚な

か
な
か生
の
桑
梓
の
能
」
と
。
雲
云
く
、「
向さ

き

に
道
え
り
、
故も

と

よ
り
外
物
に
非
ず
と
」
と
。
師
云

く
、「
如
是
、
如
是
」
と
。
雲
云
く
、「
不
敢
不
敢
」
と
。
師
云
く
、「
諦
当
な
る
こ
と
は
甚
だ
諦
当
な
る
も
、
敢
え
て
保
す
、

老
兄
の
未
だ
徹
せ
ざ
る
こ
と
を
」
と
。
雲
云
く
、「
是
れ
和
尚
は
還は

た
徹
す
也や未
」
と
。
師
云
く
、「
須
く
与
麼
に
し
て
始
め

て
得
べ
し
」
と
。
雲
云
く
、「
古
に
亘
り
今
に
亘
る
」
と
。
師
云
く
、「
甚
だ
好
し
、
甚
だ
好
し
」
と
。
遂
に
偈
を
作
し
て
霊

雲
に
送
る
。「
三
十
年
来
只
だ
如
常
。
幾
迴
か
葉
を
落
と
し
て
毫
光
を
放
つ
。
一
た
び
雲
霄
の
外
に
出
で
て
自よ従
り
、
円
音
の

体
性
法
王
に
応
ず
」。

　
　
　
　

 （
霊
雲
到
相
看
了
。
師
乃
問
、
那
裏
何
似
者
裏
。
雲
云
、
也
只
是
桑
梓
、
別
無
他
故
。
師
云
、
在
也
無
。
雲
云
、
恒
然
恒
然
。
師
云
、
何
不
道
。
雲

云
、
有
什
麼
難
道
。
師
云
、
若
実
便
請
道
。
霊
雲
云
、
三
十
年
来
尋
剣
客
、
幾
迴
葉
落
幾
抽
枝
、
自
従
一
見
桃
花
後
、
直
至
如
今
更
不
疑
。
師
云
、

甚
生
桑
梓
之
能
。
雲
云
、
向
道
故
非
外
物
。
師
云
、
如
是
如
是
。
雲
云
、
不
敢
不
敢
。
師
云
、
諦
当
甚
諦
当
、
敢
保
老
兄
未
徹
在
。
雲
云
、
是
和
尚

還
徹
也
未
。
師
云
、
須
与
麼
始
得
。
雲
云
、
亘
古
亘
今
。
師
云
、
甚
好
甚
好
。
遂
作
偈
送
霊
雲
。
三
十
年
来
只
如
常
、
幾
迴
落
葉
放
毫
光
。
自
従
一

出
雲
霄
外
、
円
音
体
性
応
法
王
。）（Z126-179a

）

　
　
　

ち
な
み
に
禅
文
化
訳
注
本
で
は
、「
こ
の
段
は
、

山
系
の
伝
承
と
玄
沙
系
の
伝
承
が
無
理
に
一
本
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

前
後
の
経
緯
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
」
と
本
則
の
構
成
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
㊤p.72

〜73

）。

　
　
　

さ
て
、『
添
足
』
に
「
玄
沙
語
等
と
は
、
諸
書
の
黄
龍
の
伝
を
按
ず
る
に
、
載
す
る
所
は
『
僧
宝
伝
』
の
如
く
に
し
て
、
玄
沙
の

縁
を
見
ず
。
然
ら
ば
仏
果
の
引
く
所
、
別
拠
有
る
か
、
又
た
若
し
く
は
暗
引
の
違
え
る
か
。
可後

生畏
の
考
を
俟
つ
（
玄
沙
語
等
者
、
按
諸
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書
黄
龍
伝
所
載
如
僧
宝
伝
、
而
不
見
玄
沙
之
縁
矣
。
然
仏
果
所
引
有
別
拠
乎
、
又
若
暗
引
之
違
。
俟
可
畏
之
考
焉
）」（
巻
二
・18a

）
と
あ
る
よ
う
に
、

玄
沙
が
霊
雲
を
「
未
徹
在
」
と
評
し
た
と
い
う
因
縁
で
黄
龍
慧
南
が
悟
っ
た
と
い
う
記
録
は
他
に
見
え
な
い
。

（　

）
應
時
＝
す
ぐ
に
、
た
だ
ち
に
（『
中
日
』p.2253

）。

（　

）
瓦
解
冰
消
＝
瓦
が
崩
れ
、
氷
が
溶
け
る
こ
と
、
一
切
の
疑
団
が
さ
ら
り
と
解
け
去
る
意
。
氷
消
瓦
解
（『
禅
学
』p.155

）。

（　

）
印
可
＝
印
は
印
定
・
印
信
。
可
は
許
可
・
認
可
。
印
定
称
可
・
印
可
証
明
な
ど
の
略
語
。
禅
門
の
師
家
が
修
行
者
の
境
地
を
点

検
し
て
、
そ
の
悟
境
が
円
熟
し
た
と
認
め
た
と
き
に
、
そ
の
悟
境
を
許
可
し
て
証
明
す
る
こ
と
。
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
禅

門
の
宗
派
に
よ
り
異
な
る
。
修
行
者
が
師
家
よ
り
印
可
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
修
行
が
一
応
大
成
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
修
行

者
は
こ
の
印
可
を
得
て
始
め
て
師
家
の
衣
鉢
を
嗣
ぐ
こ
と
が
で
き
る
（『
禅
学
』p.55

）。
似
た
語
に
「
印
証
」
が
あ
る
。「
示
華
蔵
明
首

座
」【
ｆ
】《
語
注
》（
29
）「
宗
師
印
證
」
条
、
参
照
。

（　

）
解
路
＝
思
考
の
す
じ
み
ち
。
理
論
（『
中
村
』p.311

）。

（　

）

病
不
假
驢

藥
＝
「
驢

」
は
、
驢
馬
に
つ
け
て
運
ぶ
（『
大
漢
和
』
巻
一
二
・p.565

）
と
あ
る
。『
伝
燈
録
』
巻
二
一
「
光
雲
慧
覚
」

条
に
「
上
堂
云
、
差
病
之
薬
不
仮
驢
馱
。
若
拠
今
夜
各
自
帰
堂
去
也
。
珍
重
」（T

51-375a

）
と
あ
り
、『
碧
巌
録
』
第
三
七
則
評
唱

中
に
も
見
え
る
。
ち
な
み
に
末
木
訳
で
は
、「
病
を
治
す
に
は
驢
馬
の
背
に
満
載
す
る
程
の
薬
は
い
ら
な
い
」（
㊥p.79

）
と
訳
し
て

い
る
。

（　

）
緊
要
處
豈
有
許
多
佛
法
也
＝
『
碧
巌
録
』
第
二
四
則
に
「
禅
道
若
し
緊
要
の
処
に
到
ら
ば
、
那
裏
に
か
許
多
の
事
有
ら
ん
（
禅
道

若
到
緊
要
処
、
那
裏
有
許
多
事
）」（T

48-165a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.314

）
と
あ
り
、
末
木
訳
で
は
「
禅
道
と
い
う
も
の
は
、
緊
要
の
所
で
は
ど

こ
に
も
い
ろ
い
ろ
雑
多
な
事
は
な
い
」
と
訳
出
し
て
い
る
（
末
木
訳
㊤p.399
）。

789101112
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（
ｅ
）
大
宗
師
爲
人
、
雖
不
立
窠
臼（

一
）路
布
、
久
之
學
徒
妄
認
、
亦
成
窠
臼
路（

一
）布
也
。
益（

二
）

以
無
窠
臼
爲
窠
臼
、
無
路（

一
）布
作
路（

一
）布

也
。
應
須
及
之
令
盡
。
無
令
守
株
待
兔
、
認
指
爲
月
。

　
【
校 
注
】（
一
）
路
布
＝
語
録
は
「
露
布
」
に
作
る
。（
二
）
益
＝
語
録
は
「
蓋
」
に
作
る
。

＊

大
宗
師
の
人
の
爲
に
す
る
、
窠
臼
路
布
を
立
せ
ず
と
雖
も
、
久ひ

さ之
し
く
し
て
學
徒
、
妄
り
に
認
め
て
、
亦
た
窠
臼
路
布
を
成
す

な
り
。
益
ま
す
窠
臼
無
き
を
以
て
窠
臼
と
爲
し
、
路
布
無
き
に
路
布
と
作
す
な
り
。
應
に
須
く
之
を
及つ

ら

ね
て
盡
く
さ
し
む
べ

し
。
株く

い
ぜ

を
守
り
て
兎
を
待
ち
、
指
を
認
め
て
月
と
爲
さ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
。

＊

偉
大
な
禅
匠
が
学
人
を
指
導
す
る
に
当
た
っ
て
、
決
ま
り
切
っ
た
や
り
方
や
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も
、
時
間
が
経
て
ば
学
徒

が
誤
解
し
て
、〔
そ
れ
ら
が
〕
ま
た
決
ま
っ
た
や
り
方
や
言
葉
と
な
っ
て
し
ま
い
、
よ
け
い
に
決
ま
り
切
っ
た
や
り
方
な
ど
無

い
の
に
決
ま
り
切
っ
た
や
り
方
と
し
て
し
ま
い
、
言
葉
な
ど
無
い
の
に
言
葉
と
し
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
れ
ら
〔
の
決
ま
っ
た
や

り
方
や
言
葉
〕
を
連
ね
て
、
す
っ
か
り
無
く
し
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。〔
決
し
て
学
徒
た
ち
が
〕
切
り
株
を
見
張
っ
て

〔
切
り
株
に
ぶ
つ
か
る
〕
兎
を
待
っ
た
り
、〔
月
を
指
さ
し
て
い
る
〕
指
を
月
〔
そ
の
も
の
〕
だ
と
〔
誤
解
〕
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

《
語
注
》

（　

）
大
宗
師
＝
宗
旨
を
体
得
し
て
万
人
の
師
範
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
学
徳
兼
備
の
高
僧
。
ま
た
は
、
経
・
律
・
論
の
三
蔵
の
修
得

者
を
法
師
・
経
師
・
論
師
と
称
す
る
の
に
対
し
て
禅
門
の
宗
旨
を
体
得
し
た
人
の
こ
と
（『
禅
学
』「
宗
師
」
条
・p.485

）。

（　

）
爲
人
＝
禅
宗
で
は
良
い
方
向
で
、「
学
人
を
接
化
す
る
」（『
禅
学
』p.51

）
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
儒
典
で
は
『
論
語
』
憲
問

（　

）
1

（　

）
2

（　

）
3

（　

）
4

（　

）
5

（　

）
6

（　

）
7

（　

）
8

12
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篇
の
「
今
の
学
者
は
人
の
為
に
す
（
今
之
学
者
為
人
）」
の
よ
う
に
、「
人
に
知
ら
れ
る
た
め
に
す
る
」
と
い
う
悪
い
意
味
に
用
い
ら

れ
る
場
合
も
あ
る
。

（　

）
窠
臼
路
布
＝
「
窠
臼
」
は
【
ａ
】《
語
注
》（
20
）
参
照
の
こ
と
。「
路
布
」
は
、「
露
布
」
と
同
じ
。
緊
急
の
告
示
を
布
に
書
い

て
衆
に
知
ら
せ
る
も
の
。
板
に
書
い
た
の
は
「
露
板
」
と
い
う
（『
禅
語
』p.483

）。「
露
布
」
に
つ
い
て
は
【
ｃ
】《
語
注
》（
４
）
参

照
。

（　

）
久
之
＝
長
い
時
間
。『
漢
語
』
に
「
多
時
」（
第
一
冊
・p.631

、
縮
印
本
㊤p.268

）
と
あ
る
。

（　

）
妄
認
＝
永
明
延
寿
の
『
万
善
同
帰
集
』
巻
三
に
「
衆
生
自
妄
認
為
実
」（T

48-989b

）
と
あ
る
よ
う
に
、
実
体
が
あ
る
と
誤
解
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（　

）
應
須
＝
「
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
（『
禅
語
』p.36

）。

（　

）
守
株
待
兔
＝
『
韓
非
子
』「
五
蠹
」
条
に
見
え
る
逸
話
。
宋
の
国
の
農
民
が
、
あ
る
時
、
畑
の
中
の
切
り
株
に
兎
が
当
た
っ
て
死

ん
だ
兎
を
手
に
入
れ
た
。
労
せ
ず
し
て
兎
を
獲
た
農
民
は
、
そ
れ
以
後
、
働
く
の
を
止
め
て
ず
っ
と
切
り
株
の
そ
ば
で
兎
を
待
っ

た
が
、
遂
に
二
度
と
兎
を
獲
る
こ
と
が
出
来
ず
に
笑
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
。「
宋
人
に
田
を
耕
す
者
有
り
。
田
中
に
株
有
り
、

兔
走
り
て
株
に
触
れ
、
頸
を
折
り
て
死
す
。
因
り
て
其
の
耒す

き

を
釈
て
て
株
を
守
り
、
復
た
兔
を
得
ん
こ
と
を
冀
う
。
兔
復
た
は
得

べ
か
ら
ず
し
て
、
身
は
宋
国
の
笑
と
為
る
（
宋
人
有
耕
田
者
。
田
中
有
株
、
兔
走
触
株
、
折
頸
而
死
、
因
釈
其
耒
而
守
株
、
冀
復
得
兔
。
兔
不
可

復
得
、
而
身
為
宋
国
笑
）」（
岩
波
文
庫
本
④
・p.165

）。

（　

）
認
指
爲
月
＝
指
月
の
喩
え
。
仏
の
言
教
を
指
に
喩
え
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
た
真
理
を
月
に
喩
え
た
、
い
わ
ゆ
る
指
月
の
喩
え
。

『
楞
厳
経
』
や
『
円
覚
経
』
に
見
え
る
。

345678
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（
ｆ
）
鑒
在
機
先
、
風
塵
草
動
、
亦
照
其
端
倪
。
況
應
酬
擾
擾
哉
。
非

次
虚
靜
、
無
一
法
當
情
、
安
能
圓
應
無
差
、
先
機
照

物
耶
。
此
皆
那
伽
在
定
之
効
也
。

＊

機
先
に
鑒か

ん
が

み
、
風
塵
に
草
動
す
る
に
も
、
亦
た
其
の
端
倪
を
照
ら
す
。
況
や
應
酬
の
擾
擾
た
る
を
や
。

次
虚
靜
に
し
て
一
法

の
情
に
當
つ
る
無
き
に
非
ず
ん
ば
、
安い

ず

く
ん
ぞ
能
く
圓
か
に
應
じ
て
差た

が

う
こ
と
無
く
、
機
に
先
ん
じ
て
物
を
照
ら
さ
ん
や
。
此

れ
皆
な
那
伽
、
定
に
在
る
の
効
な
り
。

＊

〔
現
象
の
〕
き
ざ
し
が
現
れ
る
前
に
見
て
取
り
、
風
に
塵
が
舞
い
草
木
が
揺
れ
る
〔
程
に
些
細
な
〕
こ
と
に
も
、
ま
た
そ
の

全
貌
を
見
て
と
っ
て
し
ま
う
。
ま
し
て
や
ゴ
タ
ゴ
タ
と
し
た
〔
問
答
の
〕
応
酬
〔
を
見
て
取
れ
な
い
こ
と
〕
が
あ
ろ
う
か
。
胸

の
中
が
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、
執
着
の
対
象
と
な
る
法も

の

が
何
も
な
い
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
的
確
に
対
応
し
、
き
ざ
し
の
前

に
物
事
〔
の
本
質
〕
を
見
て
と
れ
よ
う
か
。
こ
れ
は
み
な
那ほ

と
け伽

が
〔
常
に
〕
禅
定
に
在
る
効
能
な
の
で
あ
る
。

《
語
注
》

（　

）
鑒
在
機
先
＝
兆
す
以
前
に
正
体
を
見
て
取
る
こ
と
（『
禅
語
』「
鑑
在
機
前
」
条
・p.72

）。
ま
た
『
碧
巌
録
』
第
七
四
則
頌
評
唱
の
中
に

「
古
人
道
、
鑑
在
機
先
、
不
消
一
捏
」
と
あ
っ
て
、
古
人
の
言
葉
と
す
る
も
引
用
不
詳
（T

48-202b

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.35

）。
末
木
訳
で

は
こ
れ
を
「
き
ざ
し
の
前
に
見
て
と
っ
て
、
ひ
と
捻
り
す
る
ま
で
も
な
い
」（
末
木
訳
㊦p.35

）
と
訳
し
て
い
る
。
な
お
、
底
本
・『
添

足
』『
禅
語
』
は
「
鑑
在
機
先
」
を
「
鑑
に
機
先
在
り
」
と
訓
み
、
岩
波
文
庫
本
は
「
鑑か

が
み
は
機
先
に
在
り
」（
㊦p.35

）
と
訓
ん
で
い

る
が
、
こ
こ
で
は
「
在
」
を
場
所
や
時
間
・
範
囲
を
示
す
介
詞
と
解
し
て
「
機
先
に
鑑
み
」
と
訓
む
。

（　

）
風
塵
草
動
＝
『
禅
語
』
に
「
風
に
舞
う
ち
り
に
も
草
が
動
く
よ
う
に
、
些
細
な
事
に
敏
感
に
反
応
す
る
こ
と
を
い
う
（p.406

）
と

（　

）
1

（　

）
2

（　

）
3

（　

）
4
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）
5
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）
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）
7
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）
8

（　

）
9
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あ
る
。『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
上
に
見
え
る
（T

47-603b

）。
ま
た
『
碧
巌
録
』
第
二
四
則
本
則
評
唱
に
も
「
風
塵
草
動
、
悉
究

端
倪
」（T

48-165b

、
末
木
訳
㊤p.402

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.317

）
と
あ
り
、
岩
波
文
庫
本
は
「
風
が
吹
い
て
塵
が
た
ち
、
草
が
ゆ
れ
動
く
。
作

用
の
微
妙
な
こ
と
。
李
白
詩
（
流
夜
郎
贈
辛
判
官
）
に
『
寧
知
草
動
風
塵
起
』
と
」
と
注
し
て
い
る
。『
禅
語
』
は
風
に
吹
か
れ
た
塵

が
当
た
っ
て
草
が
動
く
と
、
塵
と
草
と
を
因
果
関
係
で
と
ら
え
て
い
る
が
、『
碧
巌
録
』
の
訳
は
、
風
舞
と
草
動
と
を
並
列
で
些
細

な
意
に
取
っ
て
い
る
。
今
回
は
後
者
に
拠
っ
た
。

（　

）
端
倪
＝
『
心
要
』
に
四
個
所
見
え
る
が
、
こ
こ
は
「
全
貌
」
の
意
。「
示
杲
書
記
」《
語
注
》（
13
）「
端
倪
」
条
、
参
照
。

（　

）
應
酬
擾
擾
＝
「
応
酬
」
は
問
答
応
酬
の
こ
と
。「
擾
擾
」
は
「
ご
た
ご
た
す
る
こ
と
の
形
容
」（『
中
国
語
』p.2534

）、「
乱
れ
る
さ
ま
」

（『
大
漢
和
』
巻
五
・p.436

）。

（　

）
虚
靜
＝
一
物
も
胸
中
に
止
め
ず
、
心
を
落
ち
着
け
て
い
る
こ
と
（『
大
漢
和
』
巻
九
・p.1068

）。

（　

）
無
一
法
當
情
＝
『
法
演
禅
師
語
録
』
巻
二
に
「
上
堂
挙
、
達
磨
大
師
云
、『
誰
得
吾
正
宗
。
出
来
与
汝
証
明
』。
尼
総
持
云
、『
拠

某
見
処
、
如
慶
喜
見
阿
閦
仏
国
。
一
見
更
不
再
見
』。
達
磨
云
、『
汝
得
吾
皮
』。
道
育
云
、『
拠
某
見
処
、
実
無
一
法
当
情
』。
磨
云
、

『
汝
得
吾
肉
』。
二
祖
礼
三
拜
、
依
位
而
立
。
磨
云
、『
汝
得
吾
髓
』」（T

47-660b

）
と
あ
り
、
ま
た
語
句
が
若
干
相
違
す
る
が
、『
伝

燈
録
』
巻
一
一
「
仰
山
慧
寂
禅
師
」
条
に
「
師
問
、『
双
峰
師
弟
、
近
日
見
処
如
何
』。
対
曰
、『
拠
某
甲
見
処
、
実
無
一
法
可
当

情
』。
師
曰
、『
汝
解
猶
在
境
』。
双
峰
曰
、『
某
甲
只
如
此
、
師
兄
如
何
』。
師
曰
、『
汝
豈
無
能
知
無
一
法
可
当
情
者
』。

山
聞
云
、

『
寂
子
一
句
、
疑
殺
天
下
人
』。（
玄
覚
云
、
金
剛
経
道
、
実
無
一
法
然
燈
仏
与
我
受
記
。
他
道
実
無
一
法
可
当
情
。
為
什
麼
道
解
猶
在
境
。
且
道
、
利

害
在
什
麼
処
）」（T

51-283b

）
と
あ
り
、
ま
た
『
同
上
』
巻
八
「
汾
州
無
業
禅
師
」
条
に
「
常
了
一
切
空
、
無
一
物
当
情
」（T

51-257b

）

と
あ
る
。
さ
ら
に
黄
檗
『
伝
心
法
要
』
に
も
「
自
己
尚
不
可
得
、
何
況
更
別
有
法
当
情
」（T

48-382b

）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
当
情
」

に
つ
い
て
は
、『
禅
語
』
に
「
認
識
・
感
覚
の
対
象
と
な
る
」（p.334

）
と
あ
る
。

（　

）
安
能
＝
可
能
を
表
す
助
動
詞
「
能
」
と
共
に
用
い
て
「
安
能
…
（
哉
）」
の
形
で
、
主
観
的
な
能
否
に
関
し
て
の
反
語
の
意
を
表

34567
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す
。「
ど
う
し
て
…
で
き
よ
う
か
（
い
や
と
て
も
で
き
な
い
）」
と
訳
す
（『
漢
辞
海
』p.380

）。

（　

）
圓
應
＝
『
大
漢
和
』
に
「
す
べ
て
に
行
き
渡
る
」（
巻
三
・p.94

）
と
あ
る
が
、『
漢
語
』
に
は
「
普
遍
応
化
」（
巻
三
・p.660

、
縮
印
本
㊤

p.1722
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
円
か
に
応
じ
る
」
と
訓
み
、
欠
け
る
こ
と
な
く
対
応
す
る
の
意
に
取
っ
た
。

（　

）
那
伽
在
定
之
効
＝
『
倶
舎
論
』
巻
一
三
に
「
故
に
契
経
に
『
那
伽
の
行
は
定
に
在
り
、
那
伽
の
住
は
定
に
在
り
。
那
伽
の
坐
は

定
に
在
り
、
那
伽
の
臥
は
定
に
在
り
』
と
説
く
（
故
契
経
説
、
那
伽
行
在
定
、
那
伽
住
在
定
。
那
伽
坐
在
定
、
那
伽
臥
在
定
）」（T

29-72a

）
と

あ
る
の
に
基
づ
い
た
語
。
禅
録
で
は
『
大
慧
禅
師
語
録
』
に
「
那
伽
常
在
定
、
無
有
不
定
時
」（
巻
一
七
・T

47-884c

、
巻
二
二
・906a

）
な

ど
と
、
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
那
伽
」
は
こ
こ
で
は
仏
の
こ
と
。nāga

の
音
写
（『
中
村
』p.1028

）。

【
ｇ
】
臨
濟
金
剛
王
寶
劔
、德
山
末
後
句
、藥
嶠
一
句
子
、秘
魔
杈
、倶
胝
指
、雪
峯

毬
、禾
山
打
鼓
、趙
州
喫
茶
、楊
岐
栗
棘
蓬

金
剛
圈
、
皆
一
致
耳（

一
）。

契
證
得
直
下
省
力
。
一
切
佛（

二
）祖

言
教
、
無
不
通
達
。
唯
在
當
人
善
自
洪
持

（
三
）

耳
（
一
）（
四
）。

　
【
校 

注
】（
一
）
耳
＝
語
録
は
「
爾
」
に
作
る
。（
二
）
佛
祖
＝
語
録
は
「
祖
師
」
に
作
る
。（
三
）
洪
持
＝
語
録
は
「
護
持
」
に
作
る
。

（
四
）
耳
＝
語
録
は
こ
の
後
に
改
行
し
て
「
佛
智
裕
公
久
參
徧
歷
一
言
相
契
從
前
證
解
併
脱
去
卓
然
超
絶
遂
分
座
訓
徒
傳
持
流
通

此
大
法
即
因
書
法
語
以
贈
」
の
四
二
文
字
が
入
る
。

＊

臨
濟
の
金
剛
王
寶
劔
、
德
山
の
末
後
の
句
、
藥
嶠
の
一
句
子
、
秘
魔
の
杈
、
倶
胝
の
指
、
雪
峯
の

毬
、
禾
山
の
打
鼓
、
趙
州

の
喫
茶
、
楊
岐
の
栗
棘
蓬
・
金
剛
圈
は
、
皆
な
一
致
す
る
の
み
。
契
證
し
得
れ
ば
直
下
に
省
力
な
り
。
一
切
の
佛
祖
の
言
教
、

通
達
せ
ざ
る
無
し
。
唯
だ
當
人
の
善よ自
く
洪
持
す
る
に
在
る
の
み
。

＊
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臨
済
〔
義
玄
〕
の
金
剛
王
宝
剣
〔
の
公
案
〕、
徳
山
〔
宣
鑑
〕
の
末
後
の
句
〔
の
公
案
〕、
藥薬

山嶠
〔
惟
儼
〕
の
一
句
〔
の
公

案
〕、
秘
魔
〔
巌
の
木
〕
杈
〔
の
公
案
〕、
倶
胝
〔
和
尚
〕
の
指
〔
を
竪
て
た
公
案
〕、
雪
峰
〔
義
存
〕
の

毬
〔
を
投
げ
た
公

案
〕、
禾
山
〔
無
殷
〕
が
太
鼓
を
打
つ
〔
と
い
う
公
案
〕、
趙
州
〔
従

〕
が
茶
を
喫
せ
よ
〔
と
い
っ
た
公
案
〕、
楊
岐
〔
方
会
〕

の
栗く

り
の
イ
ガ

棘
蓬
・
金

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
お
り

剛
圈
〔
を
使
っ
た
公
案
な
ど
〕
は
、〔
そ
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
は
〕
み
な
一
致
し
て
い
る
。
悟
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
直
ち
に
〔
無
駄
な
〕
力
が
抜
け
る
の
だ
。〔
そ
の
よ
う
な
境
地
に
到
れ
ば
〕
全
て
の
仏
と
祖
師
の
教
え
の
言
葉
に
、
深

く
通
じ
な
い
こ
と
は
な
い
の
だ
。
た
だ
、
自
ら
が
キ
チ
ン
と
護
持
す
る
〔
こ
と
〕
だ
け
〔
が
大
切
な
の
〕
だ
。

《
語
注
》

（　

）
臨
濟
金
剛
王
寶
劔
＝
「
臨
済
」
は
臨
済
義
玄
（
？
〜
八
六
七
）
の
こ
と
。
黄
檗
希
運
の
法
嗣
。「
臨
済
金
剛
王
宝
剣
」
の
公
案
は

「
臨
済
四
喝
」
の
一
つ
で
、『
臨
済
録
』
に
「
師
、
僧
に
問
う
、『
有
る
時
の
一
喝
は
金
剛
王
宝
剣
の
如
く
、
有
る
時
の
一
喝
は
踞
地

金
毛
の
師
子
の
如
く
、
有
る
時
の
一
喝
は
探
竿
影
草
の
如
く
、
有
る
時
の
一
喝
は
一
喝
の
用
を
作
さ
ず
。
汝
、
作
麼
生
か
会
す
』

と
。
僧
、
擬
議
す
。
師
、
便
ち
喝
す
（
師
問
僧
、
有
時
一
喝
如
金
剛
王
宝
剣
、
有
時
一
喝
如
踞
地
金
毛
師
子
、
有
時
一
喝
如
探
竿
影
草
、
有
時
一
喝

不
作
一
喝
用
。
汝
作
麼
生
会
。
僧
擬
議
。
師
便
喝
）」（T

47-504a

、
岩
波
文
庫
本p.171

）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
金
剛
王
宝
剣
」
は
、
金
剛
王
の

宝
剣
。『
禅
学
』
に
「
一
切
の
も
の
を
自
由
自
在
に
斬
破
し
得
る
、
き
わ
め
て
堅
牢
な
剣
。
転
じ
て
、
よ
く
一
切
の
煩
悩
を
砕
破
す

る
般
若
の
智
慧
に
た
と
え
る
」（p.364

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
六
則
・
頌
評
唱
の
「
当
頭
以
金
剛
王
宝
剣
揮
一

下
了
、
然
後
略
露
些
風
規
」（T

48-146b

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.113

、
末
木
訳
㊤p.128

）
な
ど
。
末
木
訳
の
語
注
に
は
、「『
金
剛
』
は
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
。
堅
固
な
も
の
の
代
表
。
そ
の
性
質
が
最
上
で
あ
る
か
ら
『
王
』
を
付
け
る
。
一
切
の
物
を
自
在
に
断
ち
切
る
宝
剣
」（p.130

）

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（　

）
德
山
末
後
句
＝
「
徳
山
」
と
は
、
徳
山
宣
鑑
（
七
八
〇
〜
八
六
五
）
の
こ
と
。
竜
潭
崇
信
の
法
嗣
。
当
初
、
律
お
よ
び
性
相
を
学

12
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び
、『
金
剛
経
』
に
精
通
し
て
い
た
が
、
南
方
の
禅
を
論
破
し
よ
う
と
し
て
禅
に
帰
依
し
た
。
澧
陽
（
湖
南
省
）
に
住
す
る
こ
と
三

十
年
、
武
宗
の
破
仏
に
遭
っ
て
難
を
独
浮
山
の
石
室
に
避
け
た
の
ち
、
大
中
年
間
の
初
め
に
武
陵
（
湖
南
省
）
の
徳
山
に
住
し
、
宗

風
を
振
る
っ
た
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
（T

50-778b

〜c

）『
祖
堂
集
』
巻
五
（
中
文
出
版
社
本
・p.108

〜110

、
中
華
書
局
校
点
本
・p.273

〜

279

）『
伝
燈
録
』
巻
一
五
（T

51-317b

〜318a

）
な
ど
を
参
照
。「
徳
山
末
後
句
」
は
、
一
般
に
「
徳
山
托
鉢
」
と
呼
ば
れ
る
話
の
こ
と
。

『
伝
燈
録
』
巻
一
六
「
巖
頭
全
豁
禅
師
」
条
に
「
雪
峰
、
徳
山
に
在
り
て
飯
頭
と
作
る
。
一
日
飯
遅
し
。
徳
山
、
鉢
を
掌さ

さ

ぎ
法
堂
上

に
至
る
。
峰
、
飯
巾
を
曬さ

ら

す
次お

り

、
徳
山
に
見
え
て
便
ち
云
う
、『
這
の
老
漢
、
鍾
未
だ
鳴
ら
ず
鼓
未
だ
響
か
ざ
る
に
、
鉢
を
托
げ
て

什い

ず

こ
麼
処
に
向
か
い
て
去ゆ

く
』。
徳
山
、
便
ち
方
丈
に
帰
る
。
峰
、
師
に
挙
似
す
。
師
云
く
、『
大
小
の
徳
山
、
末
後
の
句
を
会
せ
ず
』

と
。
山
聞
き
て
侍
者
を
し
て
師
を
喚
び
方
丈
に
至
ら
し
め
て
問
う
、『
爾
、
老
僧
を
肯
わ
ざ
る
や
』
と
。
師
、
密
か
に
其
の
意
を
啓も

う

す
。
徳
山
、
来
日
の
上
堂
に
至
り
、
尋
常
と
同
じ
か
ら
ず
。
師
、
僧
堂
の
前
に
到
り
、
掌
を
撫
で
て
大
笑
し
て
云
く
、『
且
喜
し
得

た
り
、
老
漢
末
後
の
句
を
会
す
を
。
他
後
、
天
下
の
人
、
奈
何
と
も
せ
ず
』」
と
（
雪
峰
在
徳
山
作
飯
頭
。
一
日
飯
遅
。
徳
山
掌
鉢
至
法
堂

上
。
峰
曬
飯
巾
次
、
見
徳
山
便
云
、
這
老
漢
、
鍾
未
鳴
鼓
未
響
、
托
鉢
向
什
麼
処
去
。
徳
山
便
帰
方
丈
。
峰
挙
似
師
。
師
云
、
大
小
徳
山
、
不
会
末
後
句
。

山
聞
令
侍
者
喚
師
至
方
丈
問
、
爾
不
肯
老
僧
那
。
師
密
啓
其
意
。
徳
山
至
来
日
上
堂
、
与
尋
常
不
同
。
師
到
僧
堂
前
、
撫
掌
大
笑
云
、
且
喜
得
老
漢
会
末

後
句
。
他
後
天
下
人
不
奈
何
）」（T

51-326a

）
と
あ
る
。

（　

）
藥
嶠
一
句
子
＝
「
藥
嶠
」
は
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
〜
八
二
八
）
の
こ
と
。
石
頭
希
遷
の
法
嗣
。
澧
州
（
湖
南
省
）
薬
山
（
芍
薬
山
）
に

住
し
て
化
を
振
る
っ
た
。「
一
句
子
」
は
、『
伝
燈
録
』
巻
一
四
「
薬
山
惟
儼
禅
師
」
条
に
「
大
衆
、
夜
参
に
及
ぶ
も
燈
を
点
ぜ
ず
。

師
、
語
を
垂
れ
て
曰
く
、『
我
れ
に
一
句
子
有
り
。
特
牛
、
児
を
生
ず
る
を
待
た
ば
、
即
ち
汝
に
向
か
っ
て
道
わ
ん
』
と
。
時
に
僧

有
り
て
曰
く
、『
特
牛
、
児
を
生
ず
る
な
り
。
何
を
以
て
か
道
わ
ざ
る
』
と
。
師
曰
く
、『
燈
を
把
り
来
た
れ
』
と
。
其
の
僧
、
抽

退
し
て
衆
に
入
る
（
及
大
衆
夜
参
不
点
燈
。
師
垂
語
曰
、
我
有
一
句
子
。
待
特
牛
生
児
、
即
向
汝
道
。
時
有
僧
曰
、
特
牛
生
児
也
、
何
以
不
道
。
師
曰
、

把
燈
来
。
其
僧
抽
退
入
衆
）」（T

51-312a

）
と
あ
る
も
の
。
因
み
に
「
特
牛
生
児
」
に
つ
い
て
『
禅
学
』
に
は
、「
犢
牛
（
特
牛
）
は
仔
牛
。

3
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仔
牛
が
児
を
生
む
と
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
や
っ
て
こ
な
い
時
の
こ
と
。
薬
山
が
仏
法
の
端
的
は
言
語
で
示
せ
な
い
と
述
べ
た
の

に
、
僧
が
、
仔
牛
が
児
を
生
ん
だ
の
に
、
ど
う
し
て
仏
法
の
端
的
を
言
わ
な
い
の
で
す
か
、
と
迫
る
。
薬
山
は
、
仏
法
の
端
的
は

言
詮
に
わ
た
ら
ぬ
と
言
っ
て
い
る
の
に
ま
だ
理
解
で
き
な
い
の
か
、
問
う
て
い
る
汝
の
脚
跟
下
を
顧
み
な
く
て
は
い
け
な
い
、
灯

を
も
っ
て
来
い
、
私
が
よ
く
見
て
や
る
と
言
う
の
で
あ
る
」（「
薬
山
犢
牛
生
児
」
条
・p.1235

）
と
あ
る
。

（　

）
秘
魔
杈
＝
「
秘
魔
」
は
、『
伝
燈
録
』
以
後
は
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
一
（T

50-845b

〜c

）・『
広
清
涼
伝
』
巻
下
（T

51-1120b

）
に
立

伝
さ
れ
て
い
る
常
遇
（
八
一
七
〜
八
八
八
・
嗣
永
泰
霊
湍
）
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、『
祖
堂
集
』
巻
一
五
で
は
、
馬
祖
道
一
に
嗣
ぐ
と
し

て
、「
閇
魔
巌
」
と
記
し
て
い
る
（
中
文
出
版
社
本
・p.295

〜296

、
中
華
書
局
校
点
本
・p.698

）。「
秘
魔
杈
」
は
『
伝
燈
録
』
巻
一
〇
「
五
台

山
祕
魔
巌
和
尚
」
条
に
「
五
台
山
祕
魔
巖
和
尚
、
常
に
一
木

を
持
ち
て
、
僧
の
来
た
り
て
礼
拝
す
る
を
見
る
毎ご

と

に
、
即
ち
頸く

び

を

し
ゃ
き
ゃ
く
却
し
て
云
う
、『
那
箇
の
魔ま

み魅
か
、
汝
を
し
て
出
家
せ
し
む
る
。
那
箇
の
魔
魅
か
、
汝
を
し
て
行
脚
せ
し
む
る
。
道い

い
得
る
も
也

た
し
や

下か

に
死
せ
し
め
、
道
い
得
ざ
る
も
也
た

下
に
死
せ
し
め
ん
。
速す

み

や
か
に
道
え
』
と
（
五
台
山
祕
魔
巖
和
尚
、
常
持
一
木

、
毎
見

僧
来
礼
拝
、
即

却
頸
云
、
那
箇
魔
魅
、
教
汝
出
家
。
那
箇
魔
魅
、
教
汝
行
脚
。
道
得
也

下
死
、
道
不
得
也

下
死
。
速
道
）」（T

51-280a

）
と
あ
る

も
の
。

（　

）
倶
胝
指
＝
倶
胝
は
、
唐
代
の
禅
僧
で
生
卒
年
に
つ
い
て
は
未
詳
。
倶
胝
（
准
胝
）
観
音
呪
を
誦
し
た
の
で
、
倶
胝
と
称
す
。
大
梅

法
常
の
法
嗣
の
天
龍
に
参
じ
て
大
悟
し
た
。『
祖
堂
集
』
巻
一
九
（
中
文
出
版
社
本
・p.368

、
中
華
書
局
校
点
本
・p.870

）
や
次
の
『
伝
燈

録
』
巻
一
一
な
ど
を
参
照
。「
倶
胝
一
指
」
は
、『
祖
堂
集
』『
伝
燈
録
』
な
ど
に
見
え
る
次
の
話
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

 

州
金
華
山
の
倶
胝
和
尚
、
初
め
住
庵
す
る
に
、
尼
有
り
て
実
際
と
名
づ
く
。
庵
に
到
り
て
笠
子
を
戴
き
、
錫
を
執と

り
て
師

を
繞
る
こ
と
三
匝そ

う

し
て
云
う
、『
道い

い
得
ば
即
ち
笠
子
を
拈
下
せ
ん
』
と
。
三
た
び
問
う
も
、
師　

皆
な
対
う
る
こ
と
無
し
。

尼　

便
ち
去
ら
ん
と
す
。
師　

曰
く
、
日
勢
稍
や
晩く

れ
ぬ
、
且
ら
く
留
ま
り
て
一
宿
せ
よ
』
と
。
尼　

曰
く
、『
道
い
得
ば
即

ち
宿
せ
ん
』
と
。
師　

又
た
対こ

た

う
る
こ
と
無
し
。
尼　

去
り
て
後
、
歎
じ
て
曰
く
、『
我
れ
丈
夫
の
形
に
処
る
と
雖
も
、
而
る

45
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に
丈
夫
の
気
無
し
。
庵
を
棄
て
て
諸
方
に
往
き
て
参
尋
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
。
其
の
夜
、
山
神
告
げ
て
曰
く
、『
此
の
山
を
離
る
る
こ

と
を
須も

ち

い
ざ
れ
』
と
。
将
に
大
菩
薩
有
り
て
、
来
た
り
て
和
尚
の
為た

め

に
法
を
説
か
ん
と
す
る
な
り
。
果
た
し
て
旬
日
、
天
龍

和
尚
、
庵
に
到
る
。
師
、
乃
ち
迎
え
礼
し
て
、
具つ

ぶ
さ

に
前
事
を
陳の

ぶ
。
天
龍
、
一
指
を
竪た

て
て
之
に
示
す
。
師
、
当
下
に
大
悟

す
。
此
れ
自よ

り
凡
そ
参
学
の
僧
有
り
て
到
れ
ば
、
師
、
唯
だ
一
指
を
挙
ぐ
る
の
み
に
し
て
、
別
に
提
唱
無
し
。
一
童
子
有
り
。

外
に
於
い
て
人
に
詰

と
い
つ
めら
れ
て
曰
く
、『
和
尚
は
何い

か

な
る
法
要
を
説
く
』
と
。
童
子
、
指
頭
を
竪た起
つ
。
帰
り
て
師
に
挙し

め似
す
に
、

師
、
刀
を
以
て
其
の
指
頭
を
断
つ
。
童
子
、
叫さ

け喚
び
て
走
り
出
づ
。
師
、
召
す
こ
と
一
声
。
童
子
、
首こ

う
べ
を
回め

ぐ

ら
す
。
師
、
却
っ

て
指
頭
を
竪た起
つ
。
童
子
、
豁
然
と
し
て
領
解
す
。
師
、
将
に
順
世
せ
ん
と
し
て
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、『
吾
れ
天
龍
一
指
頭

の
禅
を
得
て
、
一
生
用
い
尽
く
さ
ず
』
と
。
言
い
訖お

わ
り
て
滅
を
示
す
（

州
金
華
山
倶
胝
和
尚
、
初
住
庵
、
有
尼
名
実
際
。
到
庵
戴

笠
子
、
執
錫
繞
師
三
匝
云
、
道
得
即
拈
下
笠
子
。
三
問
、
師
皆
無
対
。
尼
便
去
。
師
曰
、
日
勢
稍
晩
、
且
留
一
宿
。
尼
曰
、
道
得
即
宿
。
師
又
無
対
。

尼
去
後
、
歎
曰
、
我
雖
処
丈
夫
之
形
、
而
無
丈
夫
之
気
。
擬
棄
庵
往
諸
方
参
尋
。
其
夜
山
神
告
曰
、
不
須
離
此
山
。
将
有
大
菩
薩
、
来
為
和
尚
説
法

也
。
果
旬
日
、
天
龍
和
尚
到
庵
。
師
乃
迎
礼
、
具
陳
前
事
。
天
龍
竪
一
指
而
示
之
。
師
当
下
大
悟
。
自
此
凡
有
参
学
僧
到
、
師
唯
挙
一
指
、
無
別
提

唱
。
有
一
童
子
。
於
外
被
人
詰
曰
、
和
尚
説
何
法
要
。
童
子
竪
起
指
頭
。
帰
而
挙
似
師
、
師
以
刀
断
其
指
頭
。
童
子
叫
喚
走
出
。
師
召
一
声
。
童
子

回
首
。
師
却
竪
起
指
頭
。
童
子
豁
然
領
解
。
師
将
順
世
、
謂
衆
曰
、
吾
得
天
龍
一
指
頭
禅
、
一
生
用
不
尽
。
言
訖
示
滅
。）（T

51-288a

〜b

）

　
　
　

こ
の
ほ
か
、『
碧
巌
録
』
第
一
九
則
（T

48-159a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.251

、
末
木
訳
㊤p.316

）
な
ど
に
も
同
様
の
話
が
見
え
る
。

（　

）
雪
峰

毬
＝
「
雪
峰
」
と
は
、
雪
峰
義
存
（
八
二
二
〜
九
〇
八
）
の
こ
と
。
徳
山
宣
鑑
の
法
嗣
。『
雪
峰
語
録
』（Z119

）
や
『
伝
燈

録
』
巻
一
六
（T

51-327a

〜328b

）
な
ど
を
参
照
。「
雪
峰

毬
」
は
、『
雪
峰
語
録
』
巻
下
に
「
玄
沙
、
師
に
問
う
て
云
う
、『
某そ

れ
が
し甲
、

如い

今ま

、
大
い
に
用
い
去
ら
ん
。
和
尚
は
作そ

麼も

生さ
ん

』
と
。
師
、
遂
に
三
箇
の
木
毬
を
将
て
一
時
に
抛な

げ
う
つ
。
沙
、
牌
を
斫き

る
勢
を
作
し

て
祗し

対た
い

す
。
師
云
く
、『
汝
親
し
く
霊
山
に
在
り
て
方ま

さ

に
此か

く

の
如
く
な
る
を
得
た
り
』
と
。
沙
云
う
、『
也ま

た
即
ち
是
れ
自
家
の
事

な
る
の
み
』
と
（
玄
沙
問
師
云
、
某
甲
如
今
大
用
去
。
和
尚
作
麼
生
。
師
遂
将
三
箇
木
毬
一
時
抛
。
沙
作
斫
牌
勢
祗
対
。
師
云
、
汝
親
在
霊
山
方
得
如

6
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此
。
沙
云
、
也
即
是
自
家
事
）」（Z119-481b

）
と
見
え
、『
玄
沙
広
録
』
巻
中
に
同
じ
話
が
見
え
る
（Z126-186c

、
禅
文
化
研
究
所
本
・p.42

）。

『
碧
巌
録
』
第
四
四
則
・
頌
評
唱
に
も
「
象
骨
老
師
曾

毬
、
即
雪
峰
一
日
見
玄
沙
来
、
三
箇
木
毬
一
斉

、
玄
沙
便
作
斫
牌
勢
、

雪
峰
深
肯
之
」（T

48-181c

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.140

、
末
木
訳
㊥p.179

）
と
あ
る
。「

毬
」
は
、
上
記
引
用
資
料
に
も
見
え
る
通
り
「
木
毬
」

の
こ
と
。
無
著
道
忠
の
『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
巻
四
「
雪
峰
義
存
」
条
の
「
木
毬
」
の
注
に
、「
○
忠
曰
く
、『《
丸
経
》
下
「
権
輿
」

章
に
曰
く
、〈
贅
木
を
丸
と
為
さ
ば
、
乃
ち
堅
く
、
乃
ち
久
し
〉
と
。
註
す
、〈
贅
木
と
は
癭
木
な
り
。
癭
木
は
堅
牢
な
り
。
故
に

久
し
く
し
て
壊
せ
ざ
る
可
し
〉
と
』」。
◎
忠
曰
く
、「
已
に
木
を
以
て
丸
と
作
す
、
蓋
し
今
ま
の
所
謂
る
木
毬
な
り
」
と
。
○
忠
曰

く
、「《
丸
経
》
の
叙
に
曰
く
、『
捶
丸
は
、
古
の
戦
国
の
遺
策
な
り
。
粤こ

こ

に
若
し
古
を
稽か

ん
が
う
れ
ば
、
荘
子
の
書
、
昔
、
楚
の
荘
王
、

兵
を
宋
の
都
に
偃ふ

す
。
市
南
の
勇
士
、
熊
宜
僚
な
る
者
を
得
た
り
。
丸
に
工た

く
み
な
り
。
士
衆
、
之
を
称
す
。
以
て
五
百
人
に
乗
る
こ

と
、
剣
を
以
て
す
れ
ど
も
動
ぜ
ざ
る
に
当
た
り
、
九
丸
を
手
に
捶う

つ
。
一
軍
戦
い
停
ん
で
之
を
観
る
。
荘
王
敵
を
免
れ
て
覇
せ
り
。

降
世
尚
習
、
益
聞
き
て
之
を
知
る
。
未
だ
其
の
理
に
造い

た

ら
ざ
る
な
り
。
宋
の
徽
宗
、
金
の
章
宗
に
至
り
、
皆
な
愛
し
、
丸
を
捶
つ

こ
と
盛
ん
な
り
。
錦
嚢
を
以
て
撃
つ
に
、
綵
棒
を
以
て
碾
玉
し
、
頂
を
綴
り
、
金
を
飾
り
、
辺
に
縁
り
、
深
く
古
人
の
遺
製
を
求

め
て
、
益
ま
す
其
の
精
を
致
す
な
り
」
と
。
○
忠
曰
く
、「
丸
を
捶
つ
の
法
、
場
を
設
け
、
班
を
分
か
つ
。
勝
負
有
り
。《
丸
経
》

上
下
巻
を
熟
読
せ
ば
、
略
ぼ
之
を
知
る
可
き
な
る
の
み
。
…
（
○
忠
曰
、
丸
経
下
、
権
輿
章
曰
、
贅
木
為
丸
、
乃
堅
乃
久
。
註
、
贅
木
者
癭
木

也
。
癭
木
堅
牢
。
故
可
久
而
不
壊
。
◎
忠
曰
、
已
以
木
作
丸
、
蓋
今
所
謂
木
毬
也
。
○
忠
曰
、
丸
経
叙
曰
、
捶
丸
、
古
戦
国
之
遺
策
也
。
粤
若
稽
古
荘
子

之
書
、
昔
者
楚
荘
王
、
偃
兵
宋
都
、
得
市
南
勇
士
、
熊
宜
僚
者
。
工
於
丸
。
士
衆
称
之
、
以
当
五
百
人
乗
以
剣
而
不
動
、
捶
九
丸
於
手
。
一
軍
停
戦
而
観

之
、
荘
王
免
於
敵
而
覇
。
降
世
尚
、
習
益
聞
而
知
之
。
未
造
其
理
也
。
至
宋
徽
宗
金
章
宗
、
皆
愛
捶
丸
盛
。
以
錦
嚢
撃
以
綵
棒
、
碾
玉
綴
頂
、
飾
金
、
縁

辺
、
深
求
古
人
之
遺
製
而
益
致
其
精
也
。
○
忠
曰
、
捶
丸
法
、
設
場
、
分
班
、
有
勝
負
。
熟
読
丸
経
上
下
巻
、
可
略
知
之
耳
。
…
）」（
禅
文
化
本
㊤p.210

〜211

）
と
あ
る
が
、
禅
文
化
本
『
玄
沙
広
録
』
巻
中
で
は
、「
三
箇
木
毬
」
に
注
し
て
、「『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
巻
四
、
雪
峰
章
の

『
木
毬
』
の
注
に
『
丸
経
』
を
引
い
て
、
捶
球
（
春
秋
戦
国
時
代
の
ホ
ッ
ケ
ー
の
よ
う
な
遊
び
）
に
使
う
贅
木
で
作
っ
た
丸
い
球
の
こ
と
と
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す
る
の
は
行
き
過
ぎ
。
何
と
な
れ
ば
雪
峰
の
木
毬
テ
ス
ト
を
玄
沙
が
当
意
即
妙
に
ホ
ッ
ケ
ー
と
見
立
て
て
処
理
し
た
の
で
あ
っ
て
、

雪
峰
は
も
と
も
と
ホ
ッ
ケ
ー
用
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」（p.43

）
と
述
べ
て
、
無
著
の
意
見
を
否
定
し
て
い

る
。
な
お
、
雪
峰
の
禅
風
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
「
雪
峰
と
玄
沙
」「
雲
門
の
禅
・
そ
の
〈
向
上
〉
と
い
う
こ
と
」（『
自
己
と
超
越

│
禅
・
人
・
こ
と
ば
│
』
岩
波
書
店
・
一
九
八
六　

所
収
）
な
ど
を
参
照
。

（　

）
禾
山
打
鼓
＝
「
禾
山
」
は
禾
山
無
殷
（
八
六
四
〜
九
六
〇
。
一
説
に
、
八
八
四
〜
九
六
〇
）
の
こ
と
。
雪
峰
義
存
に
就
い
て
出
家
し
、

後
に
九
峰
道

の
法
を
嗣
い
で
、
吉
州
（
江
西
省
）
禾
山
の
大
智
院
に
住
し
た
。『
祖
堂
集
』
巻
一
二
（
中
文
出
版
社
本
・p.230

〜236

、
中

華
書
局
校
点
本
・p.553
）『
伝
燈
録
』
巻
一
七
（T

51-342c

〜343a

）
な
ど
を
参
照
。「
禾
山
打
鼓
」
は
、
雪
竇
重
顕
『
雪
竇
頌
古
』
第
四
四

則
に
「
挙
す
。
禾
山
垂
語
し
て
云
く
、『
習
学
、
之
を
聞
と
謂
い
、
絶
学
、
之
を
隣
と
謂
う
。
此
の
二
つ
を
過
ぐ
る
者
、
是
を
真
過

と
為
す
。
僧
出
で
て
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
真
過
』
と
。
山
云
く
、『
解よ

く
鼓
を
打
つ
』
と
。
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
真
諦
』

と
。
山
云
く
、『
解
く
鼓
を
打
つ
』
と
。
問
う
、『
即
心
即
仏
は
即
ち
問
わ
ず
、
如
何
な
る
か
是
れ
非
心
非
仏
』
と
。
山
云
く
、『
解

く
鼓
を
打
つ
』
と
。
問
う
、『
向
上
の
人
来
た
る
に
、
如
何
に
か
接
す
る
』
と
。
山
云
く
、『
解
く
鼓
を
打
つ
』
と
（
挙
。
禾
山
垂
語

云
、
習
学
謂
之
聞
、
絶
学
謂
之
隣
。
過
此
二
者
、
是
為
真
過
。
僧
出
問
、
如
何
是
真
過
。
山
云
、
解
打
鼓
。
問
、
如
何
是
真
諦
。
山
云
、
解
打
鼓
。
問
、

即
心
即
仏
即
不
問
、
如
何
是
非
心
非
仏
。
山
云
、
解
打
鼓
。
問
、
向
上
人
来
、
如
何
接
。
山
云
、
解
打
鼓
）」（《
禅
の
語
録
》『
雪
竇
頌
古
』p.129

）
と
あ

り
、『
碧
巌
録
』
第
四
四
則
・
本
則
（T

48-180c

〜181a
、
岩
波
文
庫
本
㊥p.131

、
末
木
訳
㊥p.166

）
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
た
だ
し
、『
雪
竇

頌
古
』
が
如
何
な
る
書
を
典
拠
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（　

）
趙
州
喫
茶
＝
「
趙
州
」
と
は
、
趙
州
従

（
七
七
八
〜
八
九
七
）
の
こ
と
。
南
泉
普
願
の
法
嗣
。
趙
州
観
音
院
に
住
し
、
四
十
年

間
、
独
自
の
宗
風
を
宣
揚
し
た
。『
伝
燈
録
』
巻
一
〇
（T

51-276c

〜278b
）
な
ど
を
参
照
。「
趙
州
喫
茶
去
」
は
、
古
く
は
『
祖
堂
集
』

巻
一
八
「
趙
州
和
尚
」
条
に
見
え
る
（
中
文
出
版
社
本
・p.335

、
中
華
書
局
校
点
本
・p.791

）。『
古
尊
宿
語
録
』
巻
一
四
「
趙
州
真
際
禅
師
語

録
之
余
」
に
「
師
、
二
新
到
に
問
う
、『
上
座
、
曾か

つ

て
此す

間か
ん

に
到
れ
る
や
』
と
。
云
く
、『
曾
て
到
ら
ず
』
と
。
師
云
く
、『
喫
茶
去
』

78
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と
。
又
た
那
の
一
人
に
問
う
、『
曾
て
此
間
に
到
れ
る
や
』
と
。
云
く
、『
曾
て
到
れ
り
』
と
。
師
云
く
、『
茶
を
喫
し
去
れ
』
と
。

院
主
問
う
、『
和
尚
、
曾
て
到
ら
ざ
れ
ば
、
伊か

れ

を
し
て
茶
を
喫
し
去
ら
し
む
る
は
即
ち
且し

ば

ら
く
置
く
。
曾
て
到
れ
る
も
、
什な

ん麼
の
為た

め

に
か
伊
を
し
て
茶
を
喫
し
去
ら
し
む
る
』
と
。
師
云
く
、『
院
主
』
と
。
院
主
、
応
諾
す
。
師
云
く
、『
茶
を
喫
し
去
れ
』
と
（
師
問

二
新
到
、
上
座
曾
到
此
間
否
。
云
、
不
曾
到
。
師
云
、
喫
茶
去
。
又
問
那
一
人
、
曾
到
此
間
否
。
云
、
曾
到
。
師
云
、
喫
茶
去
。
院
主
問
、
和
尚
、
不
曾

到
、
教
伊
喫
茶
去
即
且
置
。
曾
到
、
為
什
麼
教
伊
喫
茶
去
。
師
云
、
院
主
。
院
主
応
諾
。
師
云
、
喫
茶
去
）」（Z118-164d

）
と
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第

二
二
則
・
本
則
評
唱
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（T
48-163a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.294

、
末
木
訳
㊤p.373

）。
な
お
、「
喫
茶
去
」
は
、
伝
統

的
に
「
お
茶
を
ど
う
ぞ
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
語
学
的
見
地
か
ら
す
る
と
、
そ
う
し
た
意
味
と
し
て
は
解
釈
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。「
茶
を
飲
ん
で
こ
い
」
と
い
う
命
令
の
意
味
で
あ
り
、「
ね
ぼ
け
る
な
」「
目
を
覚
ま
し
て
出
直
し
て
こ
い
」
と
い
う
叱
責

の
言
葉
で
あ
る
。

（　

）
楊
岐
栗
棘
蓬
金
剛
圈
＝
「
楊
岐
」
は
楊
岐
方
会
（
九
九
二
〜
一
〇
四
九
）
の
こ
と
。
石
霜
楚
円
の
法
嗣
。
臨
済
宗
楊
岐
派
の
祖
。『
禅

林
僧
宝
伝
』
巻
二
八
（Z137-276d

〜277b
）・『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
（Z137-34d

〜35d

）・『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
七
（Z136-59a

〜d

）・

『
五
燈
会
元
』
巻
一
九
（Z138-361b

〜362c

）
な
ど
を
参
照
。
楊
岐
の
「
栗
棘
蓬
金
剛
圈
」
と
い
う
話
頭
に
つ
い
て
は
、『
楊
岐
方
会
和

尚
語
録
』（T

47

）
に
は
見
え
ず
、
こ
こ
や
『
円
悟
語
録
』
巻
一
二
に
「
楊
岐
の
所
謂
る
、
栗
棘
蓬
に
刺
有
り
て
吞
み
難
く
、
金
剛
圈

は
至
小
に
し
て
跳
び
難
し
（
楊
岐
所
謂
、
栗
棘
蓬
有
刺
而
難
吞
、
金
剛
圈
者
至
小
而
難
跳
）」（T

47-768b

）
と
あ
る
も
の
な
ど
が
記
録
と
し
て

は
嚆
矢
で
あ
る
が
、
話
頭
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
話
頭
の
形
で
は
、『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
一
〇
に
「
楊
岐
和
尚
、
僧
に
問

う
、『
栗
棘
蓬
、
爾
作
麼
生
か
吞
み
、
金
剛
圈
、
爾
作
麼
生
か
跳
ぶ
（
楊
岐
和
尚
問
僧
、
栗
棘
蓬
爾
作
麼
生
吞
、
金
剛
圈
爾
作
麼
生
跳
）」

（T
47-854b

）
と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
栗
棘
蓬
・
金
剛
圈
」
は
、『
禅
語
』「
金
剛
圈
、
栗
棘
蓬
」
条
に
、「『
金
剛

圈
』
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
造
っ
た
檻
。
脱
出
不
可
能
な
囲
い
。『
栗
棘
蓬
』
は
栗
の
い
が
。
呑
み
下
し
得
な
い
も
の
」（p.146

）
と
あ

る
。

9
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（　

）
省
力
＝
『
禅
語
』
に
「
手
間
ひ
ま
を
省
く
。
手
数
が
省
け
る
」（p.245

）
と
あ
る
。
克
勤
の
法
嗣
の
大
慧
宗
杲
の
書
簡
を
集
め
た

『
大
慧
書
』
に
、
無
著
道
忠
が
注
釈
を
付
け
た
『
大
慧
書
栲

樹
』
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
省
と
は
省
悟
の
義
に
非
ず
、
乃

ち
労
力
を
省
き
除
く
な
り
。
此
れ
に
二
種
有
り
。
一
は
未
熟
の
人
に
約
し
て
謂
う
。
尋
常
、
知
解
聡
明
に
依
り
て
、
胸
中
に
言
句

を
蓄
積
し
、
義
理
を
安
排
す
。
其
の
力
を
労
す
る
こ
と
の
多
く
し
て
、
而
も
此
の
道
に
於
い
て
全
く
益
無
し
。
生
死
に
抵
対
す
る

こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
真
に
工
夫
を
做
す
時
、
直
に
平
生
の
知
解
安
排
、
経
論
言
句
を
放
下
し
て
、
単
単
に
回
向
返
照
し
て
、
手

を
心
頭
に
著
け
て
判
じ
去
る
。
是
く
の
如
く
進
修
す
、
此
れ
を
省
力
と
名
づ
く
。
知
解
安
排
の
労
力
を
省
き
除
く
を
謂
う
な
り
。

二
は
已
熟
の
人
に
約
し
て
謂
う
。
工
夫
漸
熟
し
、
而
も
純
と

と
相
い
雑
わ
る
。
譬
え
ば
一
時
の
内
に
妄
念
起
こ
る
こ
と
百
回
、

挙
覚
提
撕
も
亦
た
百
回
な
る
者
、
今
は
妄
念
の
起
こ
る
こ
と
九
十
回
、
則
ち
其
の
余
の
十
回
、
挙
覚
提
撕
を
労
せ
ず
、
自
然
に
純

一
な
り
。
是
れ
十
回
の
提
撕
の
力
を
省
く
な
り
。
妄
念
八
十
回
、
則
ち
二
十
回
の
提
撕
の
力
を
省
く
等
。
知
る
可
し
、
譬
え
ば
柿

の
熟
す
る
が
如
き
、
少
分
の
熟
処
加
わ
れ
ば
、
則
ち
少
分
の
生
処
減
ず
。
已
に
半
熟
な
れ
ば
、
則
ち
生
処
半
ば
残
る
の
み
。
後
の

書
に
曰
く
、『
漸
く
省
力
を
覚
す
る
時
、
便す

な
わ是

ち
得
力
の
処
な
り
』
と
。
猶
お
柿
の
青
無
き
処
、
即
ち
黄
熟
の
処
を
言
う
が
ご
と
く

な
る
の
み
。（
省
者
非
省
悟
義
、
乃
省
除
労
力
也
。
此
有
二
種
。
一
約
未
熟
人
謂
。
尋
常
依
知
解
聡
明
、
胸
中
蓄
積
言
句
、
安
排
義
理
。
其
労
力
之
多
、

而
於
此
道
、
全
無
益
矣
。
不
能
抵
対
生
死
也
。
如
真
做
工
夫
時
、
直
放
下
平
生
知
解
安
排
経
論
言
句
、
単
単
回
向
返
照
、
著
手
心
頭
判
去
。
如
是
進
修
、

此
名
省
力
。
謂
省
除
知
解
安
排
労
力
也
。
二
約
已
熟
人
謂
。
工
夫
漸
熟
、
而
純

相
雑
。
譬
如
一
時
内
妄
念
起
百
回
、
挙
覚
提
撕
亦
百
回
者
、
今
妄
念
起

九
十
回
、
則
其
余
十
回
、
不
労
挙
覚
提
撕
、
自
然
純
一
也
。
是
省
十
回
提
撕
力
也
。
妄
念
八
十
回
、
則
省
二
十
回
提
撕
力
等
。
可
知
譬
如
柿
熟
。
少
分
熟

処
加
、
則
少
分
生
処
減
、
已
半
熟
、
則
生
処
半
残
耳
。
後
書
曰
、
漸
覚
省
力
時
、
便
是
得
力
処
也
。
猶
言
柿
無
青
処
、
即
黄
熟
処
耳
。）」（
禅
文
化
本p.79

）

（　

）
善
自
＝
ち
ゃ
ん
と
。『
自
』
は
意
味
の
な
い
接
尾
語
（『
禅
語
』p.261
）。

（　

）
洪
持
＝
諸
辞
書
に
は
見
え
ず
、
用
例
も
も
う
一
個
所
、『
心
要
』「
示
元
賓
」
に
「
今
ま
豈
に
只
だ
尋
常
を
守
り
、
自
己
の
死
生

の
大
事
、
及
び
道
妙
を
洪
持
す
る
を
以
て
至
要
と
為
さ
ざ
ら
ん
や
（
今
豈
只
守
尋
常
、
不
以
自
己
死
生
大
事
、
及
洪
持
道
妙
為
至
要
）」

101112
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（Z120-378b

）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
洪
」
は
「
大
き
い
。
大
い
に
」（『
大
漢
和
』
巻
六
・p.1106

）
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
先
の
用
例
か

ら
判
断
し
て
「
大
い
に
た
も
つ
」
と
い
う
程
の
意
味
と
も
思
え
る
が
、
こ
こ
は
『
語
録
』
が
「
護
持
」
と
作
る
こ
と
に
拠
っ
て
解

す
る
。

 

（
廣
田
宗
玄
）


